
平成２７年度 各園の取り組みと振り返り 

（成果と課題） 



＜中保育所＞ 

子どもを主体とした保育 保育公開園（公開順） 

今年度、公開保育を実施して  

  以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて 

保育環境 

【乳児】 

◎子どもが遊んでいる姿を見直し、玩具が遊びやすい

位置にあるか、遊びをどのように広げていくのか、その

為に何をどこに置くかなど、環境を工夫し振り返る機会

となった。 

◎子どもの主体性を大切にしながら、ねらいや意図を

もって遊びや活動をすすめていくための言葉がけの方

法をより考えるようになった。 

◎子ども達の中にも、“こうしたい！”という気持ちや意

志が出てくるようになった。 

◎ドキュメンテーションや、日々の会話の積み重ねで、

保護者にも保育のねらいや意図が伝わりやすくなって

きた。 

 

【幼児】 

◎遊びと遊びをつなぐ配置、発達や興味・関心に沿っ

た素材やコーナーの設置、子どもの意欲や工夫に結び

つく必要最低限の環境、などを心がけるようになった。 

◎子どもたちが、自分で考え、自分で決め、友達と活動

を進めようとする姿がよくみられるようになってきた。ま

た自分の思いや考えを、相手に伝えようとする力（コ

ミュニケーション力）が伸びてきた。 

◎振り返りの場面において、子ども達が考えを深めた

り、更に疑問をもったり、気づきや発展をもたらす質問

の方法を考慮するようになってきた。 

◎１０視点にそったスライドショーを作成し、クラス懇談

会で活用した。 

◎５領域・１０視点に偏りのあるドキュメンテーションに

なりがちだった。また、伝えたい思いが多く、文字が多く

なってしまった。 

◎１０視点に基づいたドキュメンテーションを発達や年

齢がわかるように同じ用紙に並べて張り出すことで、他

クラスの子どもの姿にも興味をもち、目を向ける保護者

が見られるようになってきた。 

◎ドキュメンテーションを見て担任に保育の内容を聞い

て下さる保護者が増えた。 

 

【全体】 

◎クラスをこえて、保育士同士が話し合うことで、様々

な視点から子どもを捉えることができたり、発達段階の

把握や子どもの情報共有ができ、適切な関わりにつな

がった。 

◎まだまだ伝わりにくい家庭も見られるが、子ども達の

学びの姿を、より理解して頂けるようになった。 

◎行事のアンケートに、“学び”という言葉が多く見られ

るようになった。 

【乳児】 

◎環境を工夫し、自分たちで考えた上で指導を受けたので理

解しやすかったが、まだまだ工夫が必要である。子どもの様

子を見ながら試していくことで、よりよい環境を作り上げてい

けるようにしたい。  

◎ねらいや意図を持った上での、子どもに寄り添った肯定的

な言葉がけができるようにさらに努力したい。     

◎意図性が強いと“させてしまう”になるので、主体性とのバ

ランスや活動のすすめ方に難しさを感じる。 

◎子どもたちの興味のつながりと発達を同時に伝えるのが難

しく、クラスだよりとドキュメンテーションの内容を変えてみる

などしたが、今後も工夫が必要。 

 

【幼児】 

◎子どもたちの成長や、トピックスによって環境を柔軟に変化

させたり、ひとつの活動を深めるという点で力不足を感じる。 

◎自分の思いは出せるが、友達の話が聞けないなど調整す

る力が身につきにくい子もいる。 

◎異年齢活動と年齢別の活動を、もっと上手くつないだり、ど

のように相互作用を作り出していけばいいのか難しさを感じ

る。 

◎発達段階やトピックス、生活経験を踏まえた上での援助や

配慮が十分できていない。又、その後の展開・援助をイメージ

する力が弱い。 

◎１０視点にポイントをおいたドキュメンテーションを、３クラス

合同で玄関に張り出し、他クラスの年齢・発達の連続性に気

付いてもらえるよう、更に検討していく。 

◎異年齢の活動が、年々子どもたちの中に溶け込み、憧れ

や思いやりの姿がより自然なものになってきている。引き続き

乳児クラスも含めた活動にしていきたい。 

 

【全体】 

◎子どもの発達段階やトピックスに応じた環境を、その時々

で変化させるよう工夫したが、持続させていくことの難しさを

感じる。 

◎興味をもたれる保護者に偏りが見られる為、アプローチの

方法を考えていく。 

◎職員同士がクラスを超えて話し合うことが増え、同僚性が

高まった。 

◎勤務形態の違いにより、なかなか思いが共有できず、難し

さを感じる。 

子どもの姿 

保育士の

子どもへの

かかわり

（子どもの

見方、声か

けの仕方

等） 

ドキュメン

テーション

（クラスだ

より、園だ

より等も含

んで） 

保護者 

職員同士 

園全体 

   

今後の 

方向性 

◎課題への取り組み 

◎保育環境やドキュメンテーションの工夫・職員全体の思いの共有や連携など、今年よりも来年と、質が向

上していくような取り組みを、引き続き考えていきたい。 
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ス
を

開
閉

す
る

・
水

、
机

、
色

水
つ

く
り

に
必

要
な

も
の

を
設

定
・
テ

ン
ト

を
張

る

・
飼

育
ケ

ー
ス

、
バ

ケ
ツ

、
虫

捕
り

網
を

用
意

し
て

お
く
。

・
図

鑑
、

虫
め

が
ね

を
置

き
調

べ
る

コ
ー

ナ
ー

を
設

定
。

○
朝

の
集

ま
り

・
自

分
の

席
に

座
る

・
当

番
は

前
に

出
て

自
己

紹
介

・
今

日
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
聞

く

○
畑

(地
域

支
援

者
と

の
関

わ
り

)
・
栽

培
し

て
い

る
も

の
(ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
)に

関
心

を
持

ち
見

る
。

・
気

付
い

た
こ

と
を

保
育

士
に

伝
え

る
。

・
西

川
さ

ん
の

姿
を

見
つ

け
名

前
を

呼
ん

だ
り

畑
に

行
っ

て
み

る
。

○
色

水
作

り
・
葉

っ
ぱ

や
花

を
摘

ん
で

き
て

色
水

を
作

る
。

・
隣

に
い

る
友

達
の

姿
を

気
に

掛
け

な
が

ら
遊

ぶ
。

・
で

き
た

色
水

の
匂

い
に

気
付

く
。

自
分

で
匂

い
を

嗅
い

だ
り

友
達

の
を

嗅
い

だ
り

す
る

。
保

育
士

に
も

匂
い

を
嗅

ぐ
よ

う
誘

う
。

・
色

水
を

容
器

に
う

つ
し

、
そ

こ
に

水
を

足
し

て
量

を
増

や
そ

う
と

す
る

。
・
作

っ
た

も
の

は
大

事
そ

う
に

抱
え

て
い

る
。

・
使

っ
た

も
の

に
よ

っ
て

色
が

違
う

こ
と

に
気

付
く
子

も
あ

る
。

・
す

り
鉢

で
は

な
い

容
器

で
色

水
を

作
ろ

う
と

す
る

子
も

あ
る

。
○

虫
探

し
、

虫
集

め
・
園

庭
中

を
探

し
回

り
虫

探
し

を
す

る
。

・
虫

を
発

見
し

た
時

に
は

、
保

育
者

に
知

ら
せ

た
り

見
つ

け
た

嬉
し

さ
を

誰
か

に
伝

え
よ

う
と

す
る

。
・
捕

ま
え

た
虫

は
容

器
に

入
れ

次
の

虫
探

し
を

す
る

。
・
誰

か
が

見
つ

け
る

と
そ

こ
に

集
ま

り
ト

ラ
ブ

ル
に

な
る

。

・
話

が
聞

き
や

す
い

態
勢

を
整

え
る

。
・
自

己
紹

介
す

る
姿

を
褒

め
自

信
に

つ
な

げ
る

。
・
簡

単
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

提
示

を
し

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
す

る
。

・
保

育
者

も
一

緒
に

自
然

に
触

れ
子

ど
も

の
驚

き
や

発
見

に
共

感
す

る
。

・
年

長
児

、
年

中
児

の
し

て
い

る
こ

と
に

目
が

向
け

ら
れ

る
よ

う
、

声
を

掛
け

て
い

く
。

・
ど

う
す

れ
ば

色
が

で
て

く
る

の
か

一
緒

に
考

え
る

。
・
子

ど
も

の
気

付
き

を
周

り
に

い
る

子
に

知
ら

せ
共

有
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

・
他

に
ど

ん
な

匂
い

の
も

の
が

あ
る

か
試

し
て

み
よ

う
と

思
え

る
声

掛
け

を
す

る
・
「
○

○
ち

ゃ
ん

の
は

〜
な

色
だ

け
ど

、
○

○
ち

ゃ
ん

の
は

×
×

な
色

だ
ね

。
な

ん
で

か
な

？
」
「
○

○
ち

ゃ
ん

は
△

△
を

使
っ

て
色

水
を

作
っ

た
ん

だ
っ

て
」
と

色
の

違
い

を
言

葉
で

知
ら

せ
た

り
、

な
ぜ

違
う

の
か

考
え

ら
れ

る
よ

う
関

わ
っ

て
い

く
。

・
虫

の
発

見
を

知
ら

せ
て

く
れ

た
時

に
は

、
「
ど

こ
で

見
つ

け
た

の
？

」
「
ど

う
や

っ
て

捕
ま

え
た

の
？

」
な

ど
話

を
深

め
、

周
り

の
子

ど
も

た
ち

に
も

共
有

で
き

る
よ

う
関

わ
っ

て
い

く
。

・
話

を
聞

き
今

日
の

活
動

に
期

待
を

高
め

ら
れ

て
い

る

・
自

分
の

し
た

い
遊

び
や

一
緒

に
遊

び
た

い
友

達
を

探
そ

う
と

し
て

い
る

・
自

分
の

気
持

ち
を

保
育

者
や

友
だ

ち
に

伝
え

よ
う

と
し

て
い

る
・
自

分
た

ち
が

育
て

て
い

る
栽

培
物

に
興

味
が

持
て

て
い

る
・
地

域
支

援
者

の
方

と
自

ら
関

わ
ろ

う
と

し
て

い
る ・
年

長
児

年
中

児
、

友
達

の
姿

に
関

心
を

持
っ

て
い

る

・
ど

の
植

物
に

も
匂

い
が

あ
る

こ
と

に
気

付
い

て
い

る
・
友

達
と

の
違

い
(色

、
濃

さ
、

匂
い

)に
気

づ
い

て
い

る

・
虫

が
ど

こ
に

い
る

の
か

、
ど

う
扱

え
ば

捕
ま

え
ら

れ
る

か
、

を
考

え
て

い
る ・
観

察
し

た
り

、
そ

の
虫

に
つ

い
て

知
ろ

う
と

し
て

い
る

時
間

環
境

構
成

予
想

さ
れ

る
幼

児
の

姿
保

育
者

の
援

助
と

配
慮

評
価

の
観

点

1
1
：
０

０

・
魚

制
作

の
た

め
に

様
々

な
材

料
と

道
具

を
用

意
し

て
お

く
。

・
深

さ
の

あ
る

タ
ラ

イ
を

用
意

し
て

お
く
。

・
水

タ
ン

ク
を

用
意

し
て

お
く
。

・
泥

団
子

が
作

れ
た

喜
び

や
続

き
が

楽
し

め
る

様
、

個
別

の
容

器
と

お
団

子
マ

ン
シ

ョ
ン

を
設

置
す

る
。

・
洗

っ
た

も
の

を
干

せ
る

よ
う

フ
ェ

ン
ス

に
紐

と
洗

濯
ば

さ
み

を
用

意
し

て
お

く
。

・
タ

ラ
イ

と
取

り
外

し
の

で
き

る
石

鹸
を

用
意

し
て

お
く
。

・
片

付
け

る
場

所
が

分
か

る
よ

う
に

引
き

出
し

や
か

ご
に

入
っ

て
い

る
も

の
を

写
真

で
提

示
し

て
お

く
。

○
魚

釣
り

・
年

中
児

、
年

長
児

の
姿

を
み

て
釣

り
を

し
て

み
る

。
・
ど

う
す

れ
ば

釣
れ

る
か

考
え

た
り

友
達

の
姿

を
見

る
。

・
魚

つ
く
り

に
も

興
味

を
も

つ
。

・
自

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
形

に
し

た
り

、
で

き
な

い
と

き
に

は
保

育
者

や
傍

に
い

る
年

上
の

子
に

や
っ

て
も

ら
う

。
○

泥
遊

び
・
砂

や
水

に
触

れ
そ

の
感

触
や

心
地

よ
さ

を
味

わ
う

。
・
団

子
つ

く
り

を
す

る
。

団
子

が
作

り
や

す
い

土
を

探
す

。
・
砂

、
泥

、
水

を
使

っ
て

ま
ま

ご
と

を
す

る
。

・
砂

や
泥

、
自

然
物

を
使

っ
て

ピ
ザ

や
ケ

ー
キ

な
ど

身
近

な
食

べ
物

を
作

り
保

育
者

や
友

だ
ち

に
振

る
舞

う
。

・
バ

ケ
ツ

に
砂

を
集

め
そ

こ
に

水
を

入
れ

泥
水

を
つ

く
る

。

○
洗

濯
ご

っ
こ

・
洗

濯
す

る
も

の
を

水
に

浸
け

た
り

出
し

た
り

し
て

み
る

。
・
石

鹸
を

つ
け

て
ゴ

シ
ゴ

シ
し

、
泡

立
て

よ
う

と
す

る
。

・
洗

濯
ひ

も
に

干
す

が
絞

っ
た

ま
ま

の
形

で
干

し
て

あ
る

も
の

も
あ

り
、

そ
れ

で
は

乾
か

な
い

と
気

付
い

た
年

長
や

年
中

児
や

が
干

し
直

し
を

し
て

く
れ

る
。

○
片

付
け

・
自

分
で

使
っ

て
い

た
も

の
を

片
付

け
る

。
・
途

中
で

片
付

け
る

こ
と

を
や

め
た

り
、

そ
の

ま
ま

保
育

室
に

戻
ろ

う
と

す
る

。

○
振

り
返

り
・
今

日
の

遊
び

を
振

り
返

る
。

・
自

分
が

し
て

い
た

こ
と

、
発

見
、

気
付

き
を

口
々

に
話

す
。

・
聞

い
て

ほ
し

い
こ

と
を

み
ん

な
の

前
で

話
す

。
・
友

達
の

話
を

聞
く
。

ま
た

、
飼

育
し

て
い

く
に

は
ど

う
す

れ
ば

い
い

か
一

緒
に

考
え

て
い

く
。

・
子

ど
も

の
イ

メ
ー

ジ
を

聞
い

て
一

緒
に

具
体

化
し

て
い

く
。

 ・
保

育
者

も
一

緒
に

遊
び

、
言

葉
が

け
を

し
た

り
共

感
し

な
が

ら
砂

、
泥

、
水

の
感

触
が

楽
し

め
る

よ
う

に
す

る
。

・
作

り
た

い
も

の
に

合
わ

せ
必

要
な

も
の

を
考

え
る

。

・
自

分
の

き
れ

い
に

し
た

い
も

の
を

洗
う

こ
と

で
綺

麗
に

な
る

心
地

よ
さ

が
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

・
き

れ
い

に
な

っ
た

ね
、

洗
濯

す
る

と
い

い
匂

い
だ

ね
な

ど
、

洗
濯

前
と

洗
濯

後
の

違
い

が
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

・
日

蔭
と

日
向

に
干

す
こ

と
で

太
陽

の
光

に
よ

る
違

い
が

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
・
保

育
者

も
一

緒
に

片
付

け
、

最
後

ま
で

取
り

組
め

る
よ

う
に

す
る

。

・
子

ど
も

の
気

付
き

発
見

、
み

ん
な

に
聞

い
て

ほ
し

い
こ

と
を

聞
く
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

遊
び

で
の

学
び

を
紹

介
す

る
。

・
集

中
で

き
な

い
子

に
は

傍
に

つ
い

た
り

、
尋

ね
て

み
る

こ
と

で
会

話
に

入
っ

て
こ

ら
れ

る
環

境
を

作
る

。

・
年

長
児

年
中

児
に

目
が

向
け

ら
れ

て
い

る
・
自

分
な

り
に

イ
メ

ー
ジ

を
表

現
し

よ
う

と
し

て
い

る ・
満

足
い

く
ま

で
感

触
遊

び
が

楽
し

め
ら

れ
て

い
る ・
土

の
違

い
に

気
付

い
て

い
る

・
泥

だ
ん

ご
を

作
り

上
げ

て
い

く
自

分
や

出
来

上
が

っ
て

い
く
泥

団
子

に
喜

び
を

感
じ

て
い

る
・
自

然
物

を
使

っ
て

遊
び

が
広

が
っ

て
い

る

・
再

現
遊

び
を

楽
し

ん
で

い
る

・
泡

立
て

る
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
る

・
ど

こ
に

干
す

と
よ

く
乾

く
か

三
歳

児
な

り
に

考
え

ら
れ

て
い

る

・
自

分
で

片
付

け
ら

れ
て

い
る

・
自

分
の

思
い

を
伝

え
よ

う
と

し
て

い
る

・
友

達
の

話
に

耳
を

傾
け

ら
れ

て
い

る
・
明

日
(次

)へ
の

期
待

を
持

っ
て

い
る



ドキュメンテーション 



＜永福保育園＞ 

今年度、公開保育を実施して  

  以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて 

保育環境 
 子どもの目線で、保育環境を見直したり、動線を

踏まえて工夫を行うことができた。 
 玩具や遊具の使い方や配置の見直しをしている。 

子どもの姿 
 少人数で遊ぶことで、それぞれの距離が近くな

り、遊びこむことができるようになった。 

 好きな遊びを進んで行い、集中して遊ぶ時間が長く

なった。 

保育士の

子どもへの

かかわり

（子どもの

見方、声か

けの仕方

等） 

 全体に広く声をかけをする際も、子どもの興味関

心に配慮するようになった。 

 子どもの気付きやつぶやきを大切にし、待つことを意

識して関わるようになった。 

ドキュメン

テーション

（クラスだ

より、園だ

より等も含

んで） 

 可視化を意識するとともに、保育のねらいと子ど

もの目線を再考する機会となった。 

 保育の様子を伝えることから、子どもの年齢に応じた

発達の場面を伝えることを意識するようになった。 

保護者 

 行事の際なとドキュメンテーションを掲示するよう

になり、普段の子どもの生活の一部ではあるが、

理解してもらうことができた。 

 回数を重ねることで、中味まで細かく酔うんでもらえる

ようになった。 

職員同士 

園全体 

見てもらうことを前提に、園で行っている保育を見

直すことができた。 

永らく行ってきたことを基本に立ち返る大切さを学べた。 

時間が経って忘れてしまわないようにしなければいけな

い。 

   

今後の 

方向性 

まとめることで、園の保育の意味を再考する機会となったので、公開保育含め種々継続向上を目指した

い。 



クラス名 5 歳児 さくら 組 男児 20 人 女児 12 人 合計 32 人
担当者 瓜生園美　　佐藤若菜　　武長美里

永福保育園

　最近の子ども達の様子

公開保育　指導案 クラスの状況

友達と遊ぶ事を楽しむようになっているが、自己主張のぶつかり合いが頻繁に起こり、遊
びが中断してしまう事が多い。その中で、少しずつではあるが、相手の話を聞いたり、受け
入れたり認めたりできるようになってきている。

生き物に興味を持つ子が多くあり、青虫やかたつむりなどの飼育を通して、観察したり調
べたりすることを楽しむようになっている。

泥だんご作りから、泥んこあそびになり、園庭に道（川）を掘ることに夢中になっている。
協力しあったり、楽しさを共有したりする姿が多く見られる様になってきた。

竹馬に乗れる子が出てきて、他の子も意欲的に取り組むようになった。
何度失敗しても粘り強く練習するうちに、お互いに励ましあったり、教えあったりしている。

乗れる友達に対して、すごい…という気持ちを持ったり、なかなか乗れないもどかしさを共
有することで仲間意識が深まった。
一方、最初から出来ないと取り組まない子もある。

　＜　活動・環境設定　＞

1：00　話を聞く

　・今までの園庭での遊びの振り

　　返りをする

　・園庭へ出る準備をする

　　　　(帽子・水筒）

1：10　園庭に出る

○しゃぼん玉

　・持ちやすい容器を準備する

　・既製のシャボン玉用ストロー

　　と普通のストローを選べるよ

　　うに準備する

　・ストローに変化をつけて違い

　　が楽しめるようにする

　　★太さの違うストローを準備

　　★はさみの準備

　・ストロー以外の用具で事前に

　　子どもが考えた用具を準備し

　　ておく

　・使用前・後のストローが分か

　　りやすいようにする

　く

　することで、意欲が高められるよう

　にする

・手に水をつければしゃぼん玉を触っ ・ストロー以外の用具でしゃぼん玉が

　度ストローにくっつけたりして、色 　と問いかけ、保育者が一緒になって

　友達と見せ合う 　気づきを受け止めたり言葉かけしたり

　ても壊れないことを知り、追いかけ

　っかけを作れるような声かけをする

・友達のしゃぼん玉とくっつけたり、 　して見守る

　自分でとばしたしゃぼん玉をもう一 ・「どうしたらこんなんできたん？」

・強く吹く、弱く吹く等の違いによっ 　させる

　て出来方が違ってくることを知り、 ・保育者も子ども達の言葉に共感し

・続けてたくさんのしゃぼん玉が出来 ・子どもがしていることを言葉にする

　ども達の言葉を受け止め、今まで

・今までにやって楽しかった遊びをみ

・嬉しくて、自分のやりたいあそびを

　るように工夫して吹く 　ことで、子ども自身に工夫を意識

　の遊びの振り返りをする。

　友達と話す

　本日の活動 瓜生　園美

佐藤　若菜

武長　美里

日　　　　　　　　　案
　　　　　平成２７年７月１３日（月） 　　５　歳児　　さくら　組 　担　当　者

　　　　　　園　庭　遊　び　

・ストロー以外の物でもできないか

　試してみる

　んなしゃぼん玉が出来ることに気付

　出来るヒントを与え自分で考えるき

　ねらい
　　　　　　友達と一緒に好きな遊びを楽しむ中で、気づきや工夫を伝え合って遊びを広げる

＜　配慮事項　＞
　　　　　

＜予想される子どもの活動＞

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

　てそっと掴もうとする

　んなの中で伝える

・遊びへの期待が高められるよう、子



○虫探し

　・飼育ケース、図鑑、虫めがね

　　を用意しておく

　・虫が集まりそうな石、プラン

　　ターなどを置いておく

　・じっくり観察できる場所をつ

　　くる

○泥あそび

　・バケツに水を汲んでおく

　・シャベル、容器、樋等の準備

　　をしておく　

　・濡れてもいいようにゴムぞう

　　りを履くようにする

　・泥だんごを置いておく皿や大

　　きさや形を比べられるように

　　机を置いてておく

　・足ふきマット、タオルを用意

　　しておく

○固定遊具

　（雲梯、ブランコ、鉄棒、砂場）

　・子ども達が安全に遊べるよ

　　う見守る

○竹馬

　・一人一人に合った竹馬や補助

　　台を用意しておく

　・乗り始めた子どもには乗りや

　　すい竹馬を準備しておく

2：30　片づけ

　・遊んでいた泥だんごをどうし

　　ておくのか子ども達に聞く

　・片づけながら子ども達に今

　　日の遊びの様子を訊ねる

　・着替え、うがい、手洗いをす

　　る

3：00　おやつ

＊降園前に振り返りをする

・友達と一緒に思いや考えを出し合い

　遊びを進めている様子を受け止め、

　時には思いがつながるようアイデア

　を出す

・保育士も一緒に関わりながら言葉を

　かけることで自分の工夫を意識させ

　ていく

　とを話す

・子ども達の挑戦する気持ちを受け

　止め声をかけることで意欲が続くよ

　と発見したことなどを話す

　うにする

　次回へ期待させることで片付けがで

　きるよう声をかける

・砂場では友達と一緒にごっこ遊びが

　ない

・自分で乗れない子は、保育者を呼ん

　れる子を見たりする

・乗れなくても何回も挑戦したり、乗

　め、乗れない子には保育者が補助し

　程を大切にする

・遊びたい気持ちを受け止めながら、

・子ども達の挑戦しようとしている

　姿を認め、更に意欲が続くようにす

　る

　われることなく、練習する中での子

　ども達の気づきや頑張りを受け止

・出来た出来なかったと言う結果に囚

　始まり型抜きでごちそうを作る

　で介助してもらう

　ながら意欲が高められていくその過

　する

・新しい技(後ろ歩き、Uターン）に挑

・たくさん乗れることが嬉しくて、友

　達と競い合ったり保育者を呼んだり

・自分達の遊んでいた玩具を片づける

・まだやりたくてなかなか片づけられ

　戦する

・友達と一緒に穴を掘り、水を流すこ

　とで遊びが広がる

・自分の思いがあり、時には意見が合

　せていくようにする

・子ども達がイメージしやすい様に、

・出来上がったものを友達と見せ合う

　今日の遊びを話す

・子どもたちの話に共感し、発見や気

　と競い合ったりする

・鉄棒はできることが嬉しくて何度も

　いかけたり深めていくことで意識さ

・友達の話を聞き、自分も気づいたこ

　やったり、できない技に挑戦したり

　する

・自分が今日遊んだ中で楽しかったこ

　づきには「どうして」「何で」と問

　わず主張し合う

・泥だんごは丸くするだけでなく固さ

　や表面のきれいさにこだわって作る

・雲梯は一段ぬかしに挑戦したり友達

　・虫めがねの使い方に気をつける

　っていることが伝えられたり、調べ

・飼育ケースの中に入れ、友達と一緒

　に行く

　う

　ようにする

　のか」等問いかけることで自分の知

　に見たり虫の名前を言ったりする

・虫めがねを使って観察する

・図鑑で調べ、分かったことを教え合

　ようとしたりする意欲が高められる

・虫のいる場所を知っていて、見つけ ・飼育ケースの中を一緒に見ながら

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

　「どこで見つけたか」「何を食べる



ドキュメンテーション 

年長組と生活を共にする機会が多い４歳児は、しっかりものの「おとうばん」に対する憧れや「やってみたい」気持

ちを持ち始めています。

５歳児年長組が行っている「おとうばん」は、お昼の給食の時間前に出て大きな声のご挨拶をしたり、階段のお掃

除を行うなど、クラスのみんなのために、たくさんの仕事をてきぱきとこなす重要な役目です。

少しだけお当番をしてみることで、みんなに認められる満足感と少しだけ大人になった気分を味わいました。



＜やまもも保育園＞ 

今年度、公開保育を実施して  

  以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて 

保育環境 

・乳児、特に０才児は感触・音・色などを意識し、 

 子どもの発達に合った手作りおもちゃを作製。 

 

・絵本棚を作り、子どもたちの目線に並べるように

した。おもちゃも同様、自分で選んで出してきて、

子どもたち自身が思うようにあそび、片付けやす

い環境を作った。 

・個々の発達をしっかり把握し、見通しを持った上で、お

もちゃの選び方、使い方を常に考え用意しておく。 

 

・あそびの中で考えて使用する事を学べるよう、数も考

えていく。 

 

・乳児も幼児も使用する園庭で、スコップや押し車など、

使い方を職員間で一致させ、危険のないように使用して

いきたい。 
子どもの姿 

保育士の

子どもへの

かかわり

（子どもの

見方、声か

けの仕方

等） 

・結果だけでなく、その課程を言葉で伝えるなど、

言葉がけを工夫するようになった。また、子どもた

ちが自分で考えられるような言葉がけをするよう

心がけている。 

・まねること、気持ちをだすこと、考えを伝えることなど、

発達に合わせること。また、楽しくあそべたり、行動でき

るようにする。 

 

・子どもの気持ちを先取りしない。 

ドキュメン

テーション

（クラスだ

より、園だ

より等も含

んで） 

・クラスだよりや園だよりで発達をとらえたり、あそ

んだ様子のみだったが、それにより学んだ事な

ど、伝える内容が変わってきた。 

・ドキュメンテーションを使い、保護者に日々の保育を理

解してもらい、子どもの成長を一緒に喜び合えるように

したい。そのために保護者の目の止まる場所に掲示で

きる環境作りが必要。 

 

・保護者にも年長の活動の見通しが持てるよう、しっか

り知らせていきたい。 

保護者 

職員同士 

園全体 

・「気持ちのたくましさはどうか」との助言を受け、

これまでの活動においても心も体もと思い取り組

んでいたが、それが本当にひとりひとりと向き合え

ているのかどうか、話し合いを重ねている。 

 

・保育士が自ら学ぼうとする意欲が見られるように

なった。 

・子どもの成長をずっとつなげていけるよう、全体でひと

りひとりの成長を振り返り、課題を話し合い、それを職

員全員のものにしていく。 

   

今後の 

方向性 

「たくましく生きる力をつける」という保育理念のもと、職員が一丸となり、連携をとり、ひとりひとりの子ども

の育ちを考えていく。 



やまもも保育園 

３歳児 りす組 ２６名   

（担任名） 水上あゆみ  中田紗妃 

柴田紗矢香 

時 間 内 容 環境構成と援助 

  

  

  

１１：２０  

  

  

  

  

１１：３０ 

  

  

  

○片付け・着替え 

○水分補給 

  

  

  

○給食の用意 

・遊びが見つけにくい子には、誘って一緒

に遊んだり友達とのあそびにつなげられる

よう、仲立ちとなる。 

・保育士も一緒に片付けながら、意欲的に

できるよう声を掛ける。 

・汚れている子はシャワーをし、着替えを

するよう促す。 

・足拭きマット、タオルを用意しておく。 

・排泄、手洗い、うがいを傍で見守り、必

要に応じて声を掛ける。 

公開保育 指導案 

最近の子どもの姿 

 生活の仕方がわかるようになり、自ら進んでできるようになってきた。友達との関わりが豊かになり、

ごっこあそびが盛んに見られる。自分の思いを伝え合うなかで、トラブルも多いが、自分たちであそびを見

つけて工夫し、よく遊んでいる。 

今日の活動 

≪晴≫ 

・リズム 

・園庭あそび 

ねらい 

・体をのびのびと動かす 

・好きなあそびを見つけて、友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わう 

時 間 内 容 環境構成と援助 

９：３０  

  

  

  

  

９：４５ 

  

  

  

  

  

  

  

  

１０：３０ 

  

  

１０：４０ 

○片付け・水分補給 

  

  

  

  

○うた 

○リズム 

  

  

  

  

  

  

  

○片付け・水分補給 

○朝のあいさつ 

  

○園庭あそび 

・ごっこあそび 

・どろんこ 

・虫探し    など 

・意欲的に片付けができるよう、保育士も

一緒に片付けながら声を掛ける。 

・きりん組の部屋で水分補給をし、休息が

とれるようにする。 

・水筒を置いておく 

・手本となるよう保育士も元気に歌う。 

・２グループに分かれてリズムをする。 

・保育士が手本となるよう、のびのびと体

を動かし楽しむ。 

・素敵なところを大いに褒めて意欲につな

げる。 

・参加しにくい子へは様子を見守りなが

ら、声を掛けたり手をつなぐなど少しでも

参加できるよう配慮する。 

・水分補給をし、休息がとれるようにす

る。 

・出欠の確認を子どもと一緒にしながら健

康状態を把握する。 

・危険のないよう保育士の配置に気を付け

る。 

・一緒に遊びながら、あそびが展開してい

くような言葉掛けをしたり働きかける。ま

た、遊びや子ども同士の関わりを見守るこ

とも大切にする。 



ドキュメンテーション 

毎年、卒園時期に全卒園児の保護者の方

が思いを書いて下さり、それを集めて文集

“やまももっ子”にし、全世帯に配布していま

す。長い子どもで６年間やまもも保育園で保
育させてもらうことになるわけで、“やまももっ

子”は親としての視点から、やまももの保育

や子育てについてを伝える良い機会となっ

ています。もちろん、それには保育者からの

思いも載せています。さまざまな体験や日々
の生活、子ども達の成長していくようすなど

の写真も入れているので、先への見通しに

もなっています。

文集“やまももっ子”

【１歳児ドキュメンテーション】

乳児の園庭あそびの１コマを紹介し、子どもの遊

びの大切さを伝えています。

【年長児ドキュメンテーション】

やまもも保育園では年長になると様々な活動が増えま

す。年数回行う合宿もその１つで、この２つのドキュメン

テーションは、その中の一部です。

なぜ合宿を大切にしているのかを含め、全保護者に年

長の活動を知ってもらい、先の見通しを持ってもらいや

すいように掲示しました。年長の保護者には合宿の報

告も兼ねています。



＜タンポポハウス＞ 
今年度、公開保育を実施して  

  以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて 

保育環境 

（幼児） 

・廃材や素材を集めたり、自然物(木、実、貝など)も、準備するようになった。 

・動線を考え、使いやすいように小分けしたり作る物に合わせて用意した。 

・作った物を展示するコーナーを工夫したり拡大していった。 

（乳児） 

・子どもたち自身が遊びを選べるように、静と動のコーナーを作ったり、玩具を

豊富に揃えたことにより、好きな遊びを十分に楽しめるようになった。 

（乳児） 

・年齢に応じた手作りおもちゃなどを

用意し、個々の発達にあった遊びを

楽しめるように工夫する。 

子どもの姿 

（幼児） 

・素材を自分で選び、物作りを自由に楽しむ姿や、作った衣装を身に付けてス

テージで披露することを喜んでいた。 

・縦割りで取り組む事によって刺激を受け、作ったり表現する事で自信が付い

た。 

・完成に向けて、役割分担して協力し合う。 

・作りたい物が明確化し、必要な物を保育士に伝えたり、工夫して作れるように

なった。 

（乳児） 

・自分のしたいこと、好きな遊びを見つけて遊んでいる中で、お友だちに刺激さ

れ出来ることも増えてきた。 

・保育士発信ではなく、子どもたちから遊びをリクエストする声が増えてきた。 

（乳児） 

・子どもの姿、発想、動きなどの予測

の幅を広げて個々の気持ちを受け止

めていく。 

保育士の

子どもへの

かかわり

（子どもの

見方、声

かけの仕

方等） 

（幼児） 

・子どもと同じ思いで一緒に作ることを楽しみ、きっかけ作りをしたり、思いを共

有したりして、自信につなげていった。 

・自分の思いを上手く表現できない時は、ヒントとなるような声掛けや選択肢を

提案するようになった。 

（乳児） 

・安全面を配慮し、見守りながら一人ひとりに寄り添って関わる。 

・友だちとのトラブルをチャンスと考え、相手の思いを知り、思いやりへとつなげ

ていけるようにしていく。 

（幼児） 

・振り返りは、子どもの思い、主体性を

引き出すような声掛けをしていく。 

・発表出来なかった子も満足の出来る

終わり方を心掛ける。 

ドキュメン

テーション

（クラスだ

より、園だ

より等も含

んで） 

・報告が主になっていたが、育っている力を意識し、言語化するようになってき

た。 

・写真の写し方を全体から手元へつなげるようにした。 

・クラス便りや縦割り保育の報告(エピソード記録風)などで発信している。 

 

 

 

 

・継続していきたい。 

保護者 

・「家でも、空き箱や段ボールなどを使って製作するようになった」などと、成長

を喜ばれる報告があった。 

  

職員同士 

園全体 

（幼児） 

・活動するにあたって、子どもたちの動きを想定し、打ち合わせを密に行った。 

・子どもの動きに合わせ臨機応変に動けるようになった。 

（乳児） 

・子ども一人ひとりの成長や姿を伝え合ったり、話し合うことが増え、保育士同

士が同じ思いで保育できるようになった。 

（幼児） 

・今後も、話し合い、環境作りや反省

の機会を設けていく。 

・職員同士が共通理解をして、意識を

高め合う。 

・子どもの姿、成長を保育士間で伝え

合い、皆で個々の成長を喜び合う。 

（乳児） 

・一人ひとりの個性、発達を引き出せ

るように保育士同士で話し合い、環境

作りや関わり方を工夫していく。 

   

今後の 

方向性 

・乳：日々の生活や遊びの中で、心身共に成長できるようにして行きたい。 

・幼：子どもたち一人一人が自信sンを持つて表現したり、主体的に過ごせるようにしていきたい。 

・全体：個々を大切に丁寧に関わる。 



【生活】
・日々の繰り返しの中で、衣服の着脱、次の活動の準備など、身の周りの始末が自分で出来るようになってき
ている。
・自分の事だけでなく、他児の事も意識し、４，５名のチーム内で協力し合ったり声掛けをし合う事が増えてきて
いる。
・話を聞く体勢を作ることが難しく、気付いて静かにしょうとしたり、話す人の顔を見ることに時間が掛かってしま
う。
・「もう、６やで頑張る時間や」など、時計を見て行動する子の姿も見られる。
・シール貼りで、日付が分からない子に指差しをして教えるなど、自分の知っていることは教えてあげようとする

【発達】
・運動会で、和太鼓を披露することにより、全員で合わせて打つ難しさを知り、出来た時の喜び、達成感を少し
ずつ感じられる様子である。
・スイミングの水泳指導により、水に対しての恐怖心がなくなり始め、テストでの結果に喜びや悔しさを感じ、努
力する姿が見られる。
・遊びの後の振り返りや、週一度の園全体での朝の会を通して、自分の思いを人前で発言する力がつき始めて
いる。
・運動会の取り組みを通して、友だち同士励まし合ったり、補助し合ったり、小さい子に教えようとするなど、自分
の持つ知識を共有しようとしている。
・製作あそびを通して、ハサミやマジック、画用紙やカップなど、物を大切にしようという気持ちや物の使い方が
身についてきている。

【遊び】
〈製作あそび〉
(作る)
・初めての試みのため、初めはトイレットペーパーの芯をバングル型にきったものやテープの芯に絵や模様を描
き、物作りに興味をもち始める。段階を踏み、画用紙や折り紙を使って製作することで、楽しいと感じる。
・様々な廃材を使うようになり、始めは繋げたり、ただ貼るということが楽しい様子だったが、遊びを重ねるにつ
れ、イメージして作りたいものを形にする姿が少しずつ見られるようになった。
・作ったものを見せ合ったり、飾ることで「○○はこんなん作れるん？すごいなあ」などと憧れたり、自分でも作っ
てみようという思いや意欲が高まっている。
(遊ぶ)
・作った物を見せ合う中で、子ども同士で遊び始めたこと、貸し借りをしていたことから、作った物で遊びたいとい
う思いが見られ始めた。
・貸し借りをする中で、「これと替えよ」「(時計の)針が５になったら交替して」など自分たちでルールを決めたり、
交渉しようとする姿が見られるようになった。
・食べ物を作り、テーブルに並べ、一緒に食べて遊んだり、お店屋さんになり手作りのレジでお買い物をしたり、
アクセサリーやスカートを身に付けることを楽しんだりと少しずつ遊びが展開し始めている。
・展開していく中で、「お金がいる」「鞄を作ろう」と必要な物を作ろうとする姿も見られ、遊びに広がりが見られ
る。

子どもの姿（遊び・生活・発達）

平成２７年１０月１５日（木）　９：３０～１２：３０

タンポポハウス
４歳児　　ふじ組　：　２２名（男児１２名　　女児１０名）
担任　：　大槻　・　猪野　



時
間

評
価

の
観

点

9
:3

0

・
選

ぶ
と

き
に

、
ど

の
く
ら

い
の

ビ
ー

ズ
が

必
要

か
考

え
な

が
ら

、
取

ろ
う

と
し

て
い

る
。

・
友

だ
ち

の
作

っ
て

い
る

も
の

を
見

た
り

、
自

分
の

物
を

見
せ

た
り

す
る

。

・
分

か
ら

な
い

事
や

気
に

な
る

事
は

、
保

育
士

や
年

長
児

に
聞

き
、

自
分

で
作

ろ
う

と
努

力
す

る
。

・
実

践
し

て
み

る
こ

と
で

使
い

や
す

い
よ

う
に

設
置

し
た

り
、

必
要

な
も

の
に

気
付

く
。

・
認

め
て

も
ら

う
こ

と
で

、
さ

ら
に

イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま

せ
、

違
う

作
品

を
作

っ
て

み
よ

う
と

す
る

。
・
自

分
の

作
っ

た
物

と
比

べ
て

み
よ

う
と

す
る

。
・
失

敗
し

た
り

す
る

中
で

、
１

番
良

い
方

法
を

見
つ

け
出

そ
う

と
、

様
々

な
も

の
で

実
践

し
て

み
る

。

・
目

的
を

見
つ

け
、

考
え

な
が

ら
作

っ
て

み
よ

う
と

挑
戦

し
始

め
る

。

・
自

分
で

気
付

い
た

り
、

友
だ

ち
へ

声
を

掛
け

た
り

し
、

き
れ

い
に

使
お

う
と

意
識

す
る

。

環
境

構
成

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
姿

保
育

者
の

援
助

と
配

慮

〈
廊

下
〉

・
様

々
な

素
材

を
取

り
出

し
や

す
い

よ
う

に
、

分
類

し
て

お
く
。

〈
ふ

じ
組

の
保

育
室

〉
・
ビ

ー
ズ

と
ビ

ー
ズ

ひ
も

を
机

に
用

意
す

る
。

・
選

ん
だ

ビ
ー

ズ
を

入
れ

る
カ

ッ
プ

を
多

め
に

用
意

し
て

お
く
。

・
セ

ロ
テ

ー
プ

、
ボ

ン
ド

な
ど

を
用

意
し

て
お

く
。

・
作

業
用

の
机

を
設

置
し

て
お

く
。

・
遊

び
の

コ
ー

ナ
ー

に
姿

見
を

用
意

し
て

お
く
。

〈
ゆ

り
く
み

保
育

室
〉

・
各

テ
ー

ブ
ル

に
セ

ロ
テ

ー
プ

台
を

１
台

ず
つ

置
く
。

・
別

の
コ

ー
ナ

ー
に

ボ
ン

ド
を

用
意

し
て

お
く
。

・
作

業
用

の
机

を
設

置
し

て
お

く
。

・
遊

び
の

コ
ー

ナ
ー

を
用

意
し

て
お

く
。

○
ビ

ー
ズ

、
小

物
作

り
・
作

り
た

い
物

に
必

要
な

ビ
ー

ズ
を

選
び

カ
ッ

プ
に

入
れ

る
。

・
ブ

レ
ス

レ
ッ

ト
や

ネ
ッ

ク
レ

ス
に

合
わ

せ
て

、
考

え
て

、
ひ

も
を

切
ろ

う
と

す
る

。
・
ビ

ー
ズ

を
通

す
前

に
テ

ー
プ

を
先

端
に

自
分

で
貼

ろ
う

と
す

る
。

・
色

や
形

を
考

え
な

が
ら

通
し

、
出

来
上

が
っ

て
い

く
こ

と
を

喜
び

友
だ

ち
と

お
互

い
に

見
合

わ
せ

た
り

し
な

が
ら

作
り

上
げ

て
い

く
。

・
年

長
児

の
作

っ
て

い
る

物
に

興
味

を
も

ち
、

真
似

を
し

た
り

、
「
ど

う
や

る
ん

？
」
と

尋
ね

、
教

え
て

も
ら

い
な

が
ら

作
る

。

・
出

来
上

が
っ

た
ネ

ッ
ク

レ
ス

や
ブ

レ
ス

レ
ッ

ト
な

ど
の

ア
ク

セ
サ

リ
ー

を
身

に
付

け
、

鏡
に

自
分

を
映

し
て

見
る

。
・
友

だ
ち

と
見

合
わ

せ
た

り
、

貸
し

借
り

を
し

て
楽

し
む

。

○
工

作
(玩

具
)

・
作

り
た

い
も

の
を

イ
メ

ー
ジ

し
、

必
要

な
材

料
を

選
ぶ

。

・
友

だ
ち

が
作

っ
て

い
る

物
に

興
味

を
示

し
、

真
似

し
て

作
ろ

う
と

す
る

。
・
「
こ

れ
と

こ
れ

を
く
っ

つ
け

た
い

ん
や

け
ど

…
」
な

ど
、

方
法

に
悩

み
お

し
え

て
も

ら
お

う
と

す
る

。
・
イ

メ
ー

ジ
し

た
も

の
が

作
れ

ず
、

途
中

で
諦

め
投

げ
出

し
て

し
ま

う
。

・
目

的
が

定
ま

ら
な

い
が

、
可

愛
い

素
材

を
手

に
取

り
、

切
っ

た
り

貼
っ

た
り

す
る

こ
と

を
楽

し
む

。

・
夢

中
に

な
り

、
机

の
上

や
下

に
物

が
散

ら
か

っ
て

し
ま

う
。

・
始

め
る

前
に

、
片

付
け

る
時

間
を

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

時
計

で
示

し
て

お
く
。

・
選

び
や

す
い

よ
う

に
種

類
に

分
け

て
お

き
、

作
る

も
の

に
対

し
て

適
量

で
あ

る
か

、
一

緒
に

考
え

た
り

、
言

葉
掛

け
を

行
う

。

・
ビ

ー
ズ

を
通

す
前

に
ど

う
し

て
お

く
べ

き
か

助
言

す
る

。
・
友

だ
ち

が
作

っ
て

い
る

も
の

に
も

興
味

が
持

て
る

よ
う

な
声

掛
け

を
行

う
。

・
年

長
児

が
作

っ
て

い
る

物
も

意
識

出
来

る
よ

う
な

声
掛

け
を

し
、

子
ど

も
同

士
の

関
わ

り
を

促
し

た
り

、
見

守
る

。

・
子

ど
も

同
士

の
関

わ
り

を
見

守
り

、
子

ど
も

の
気

付
き

を
具

体
的

な
言

葉
に

し
て

伝
え

、
一

緒
に

考
え

た
り

、
投

げ
か

け
た

り
す

る
。

・
何

を
作

る
の

か
尋

ね
、

イ
メ

ー
ジ

に
合

っ
た

素
材

の
選

び
方

や
使

い
方

に
つ

い
て

認
め

る
。

・
友

だ
ち

の
作

品
に

も
気

付
け

る
よ

う
な

声
掛

け
を

行
う

。
・
何

を
使

う
と

一
番

良
い

か
を

一
緒

に
考

え
、

実
践

す
る

手
助

け
を

行
う

。
・
何

を
作

り
た

か
っ

た
の

か
尋

ね
一

緒
に

考
え

た
り

、
必

要
に

応
じ

て
手

伝
う

。
・
楽

し
い

と
感

じ
る

気
持

ち
を

大
切

に
し

、
そ

こ
か

ら
物

作
り

へ
発

展
す

る
よ

う
な

き
っ

か
け

を
作

る
。

・
気

付
か

な
い

様
で

あ
れ

ば
、

声
掛

け
を

行
い

、
き

れ
い

に
し

な
が

ら
行

え
る

よ
う

伝
え

て
い

く
。

・
製

作
あ

そ
び

　
　

～
つ

く
っ

て
あ

そ
ぼ

う
～

・
作

り
た

い
も

の
や

遊
び

に
合

わ
せ

て
、

素
材

を
選

ぶ
・
イ

メ
ー

ジ
し

た
も

の
を

作
り

、
他

者
に

認
め

ら
れ

る
喜

び
を

味
わ

う

今
日

の
活

動

遊
び

の
ね

ら
い

時
間

評
価

の
観

点

1
0
:3

0

1
0
:4

5

・
友

だ
ち

と
遊

ん
で

み
る

こ
と

で
、

遊
び

が
展

開
し

て
い

く
。

・
友

だ
ち

が
し

て
い

る
こ

と
に

興
味

を
持

ち
、

一
緒

に
し

よ
う

と
し

た
り

、
遊

び
方

を
考

え
展

開
し

て
い

く
。

・
年

上
で

あ
る

と
い

う
誇

ら
し

い
気

持
ち

に
な

り
、

お
世

話
を

自
ら

し
て

あ
げ

よ
う

と
す

る
。

・
年

長
児

と
の

関
わ

り
を

喜
び

、
話

を
聞

こ
う

と
し

た
り

、
一

緒
に

楽
し

ん
で

遊
ぶ

。
・
ア

イ
デ

ア
が

浮
か

び
作

り
始

め
る

・
「
あ

っ
！

」
と

目
を

輝
か

せ
、

大
き

な
声

で
周

り
に

知
ら

せ
る

。
・
正

し
く
片

付
け

よ
う

と
努

力
す

る
。

・
友

だ
ち

に
影

響
さ

れ
、

手
伝

お
う

と
す

る
子

が
増

え
る

。

・
自

分
の

作
品

を
嬉

し
そ

う
に

何
度

も
見

る
。

・
保

育
士

の
顔

を
み

て
静

か
に

し
ょ

う
と

す
る

・
友

だ
ち

の
発

言
を

聞
き

、
言

い
方

を
工

夫
し

た
り

す
る

。

・
早

く
作

っ
て

み
た

い
と

次
の

活
動

を
楽

し
み

に
す

る
。

環
境

構
成

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
姿

保
育

者
の

援
助

と
配

慮

〈
さ

く
ら

ぐ
み

保
育

室
〉

・
キ

ッ
チ

ン
セ

ッ
ト

、
テ

ー
ブ

ル
を

用
意

す
る

。
・
作

業
用

の
机

を
設

置
し

て
お

く
。

〈
テ

ラ
ス

〉
・
仕

切
り

を
用

意
す

る
・
作

業
が

出
来

る
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

し
て

お
く
。

・
作

っ
た

物
を

飾
る

ス
ペ

ー
ス

や
棚

を
用

意
す

る
。

・
椅

子
を

丸
く
並

べ
、

顔
を

見
な

が
ら

話
せ

る
よ

う
に

す
る

。

・
出

来
上

が
っ

た
玩

具
を

そ
の

場
で

動
か

し
た

り
、

鳴
ら

し
た

り
し

、
遊

べ
る

か
試

そ
う

と
す

る
。

・
友

だ
ち

と
ど

の
よ

う
に

し
て

遊
ぶ

も
の

か
を

見
せ

合
う

こ
と

を
楽

し
む

。

○
工

作
(食

べ
物

)
・
今

ま
で

に
作

っ
た

食
べ

物
や

飲
み

物
を

テ
ー

ブ
ル

に
並

べ
食

事
を

し
て

楽
し

む
。

・
遊

ぶ
中

で
た

り
な

い
物

に
気

付
き

、
自

分
た

ち
で

取
り

に
行

っ
た

り
、

作
ろ

う
と

す
る

。
・
キ

ッ
チ

ン
セ

ッ
ト

を
使

い
、

料
理

を
し

た
り

、
ご

っ
こ

遊
び

を
友

だ
ち

と
関

わ
り

な
が

ら
楽

し
く
遊

ぶ
。

・
年

少
児

に
「
こ

れ
使

っ
て

い
い

よ
」
と

自
ら

貸
し

て
あ

げ
よ

う
と

す
る

姿
が

見
ら

れ
る

。

・
自

分
で

作
っ

た
ロ

ケ
ッ

ト
や

ボ
ー

リ
ン

グ
な

ど
の

お
も

ち
ゃ

で
遊

ぶ
。

・
年

長
児

の
姿

を
見

て
、

真
似

を
し

た
り

、
一

緒
に

遊
び

の
ル

ー
ル

を
考

え
よ

う
と

す
る

。
・
遊

ぶ
中

で
、

必
要

な
物

を
作

っ
た

り
、

玩
具

の
修

理
を

作
業

ス
ペ

ー
ス

で
行

う
。

○
片

付
け

・
時

計
の

長
い

針
が

示
す

数
字

を
見

て
「
９

に
な

っ
た

で
」
と

大
き

な
声

で
言

う
。

・
作

っ
て

い
た

素
材

で
余

っ
た

物
は

、
製

作
棚

の
元

の
所

へ
返

す
。

・
自

分
が

使
っ

た
も

の
で

な
く
て

も
片

づ
け

て
あ

げ
ら

れ
た

り
、

手
伝

お
う

と
す

る
姿

が
見

ら
れ

る
。

・
使

っ
た

も
の

を
正

し
い

場
所

へ
片

づ
け

ら
れ

ず
、

適
当

に
置

い
て

し
ま

う
子

も
い

る
。

・
作

っ
た

も
の

を
大

事
そ

う
に

飾
る

ス
ペ

ー
ス

に
置

こ
う

と
す

る
。

・
作

っ
て

い
る

途
中

の
物

は
カ

ゴ
に

入
れ

、
続

き
の

物
を

置
い

て
お

く
ス

ペ
ー

ス
に

置
く
。

○
振

り
返

り
・
１

人
１

つ
椅

子
を

も
ち

、
自

分
た

ち
で

円
を

作
り

座
る

。

・
自

分
で

作
っ

た
物

を
発

表
し

た
り

、
楽

し
か

っ
た

事
、

う
れ

し
か

っ
た

事
を

手
を

挙
げ

て
発

言
す

る
。

・
友

だ
ち

の
作

品
を

見
て

「
あ

っ
、

そ
れ

い
い

な
」
や

「
作

っ
て

み
よ

」
な

ど
興

味
を

示
し

、
期

待
を

膨
ら

ま
せ

る
。

・
た

だ
作

る
だ

け
で

終
わ

ら
な

い
よ

う
に

、
遊

び
方

を
尋

ね
、

遊
ぶ

き
っ

か
け

を
作

る
。

・
友

だ
ち

が
作

っ
た

物
に

も
関

心
が

持
て

る
よ

う
な

声
掛

け
を

行
う

。

・
友

だ
ち

が
作

っ
た

物
に

関
心

が
持

て
る

よ
う

な
言

葉
掛

け
を

行
う

。
・
「
こ

の
時

、
何

が
い

る
か

な
？

」
な

ど
、

き
っ

か
け

を
作

り
、

気
付

き
を

大
切

に
す

る
。

・
子

ど
も

同
士

の
関

わ
り

を
見

守
っ

た
り

、
保

育
士

も
一

緒
に

遊
び

、
楽

し
さ

を
共

有
す

る
。

・
何

も
し

て
い

な
い

年
少

児
に

目
を

向
け

ら
れ

る
よ

う
声

を
掛

け
、

一
緒

に
遊

ぶ
き

っ
か

け
を

作
る

。

・
必

要
に

応
じ

て
仕

切
り

を
設

置
す

る
。

・
年

長
児

の
動

き
が

意
識

出
来

る
よ

う
な

声
掛

け
を

し
、

関
わ

る
き

っ
か

け
を

作
る

。
・
必

要
な

物
を

一
緒

に
考

え
た

り
、

思
う

よ
う

に
作

れ
る

よ
う

助
言

を
行

う
。

・
子

ど
も

が
気

付
け

る
よ

う
、

「
今

、
長

い
針

何
や

ろ
？

」
と

助
言

を
し

、
き

っ
か

け
を

作
る

。
・
正

し
く
片

付
け

が
出

来
る

よ
う

声
を

掛
け

、
保

育
者

も
一

緒
に

片
付

け
を

行
う

。
・
手

伝
っ

て
く
れ

る
子

の
名

前
を

挙
げ

て
、

友
だ

ち
の

前
で

認
め

る
。

・
飾

る
場

所
を

伝
え

、
ど

の
子

の
作

品
も

飾
れ

る
よ

う
に

伝
え

る
。

・
途

中
の

子
に

声
を

掛
け

、
名

前
の

書
い

た
カ

ゴ
を

示
し

、
入

れ
る

よ
う

声
を

掛
け

る
。

・
円

に
な

る
よ

う
に

調
節

し
、

落
ち

着
い

て
座

れ
る

よ
う

声
掛

け
を

行
う

。
・
発

言
に

つ
い

て
さ

ら
に

問
い

か
け

た
り

、
言

い
方

の
工

夫
を

認
め

、
子

ど
も

た
ち

の
言

葉
を

大
切

に
受

け
止

め
る

。
・
関

心
が

持
て

る
よ

う
作

り
方

や
素

材
を

聞
き

、
伝

え
る

よ
う

に
す

る
。



ドキュメンテーション 



＜東山保育園＞ 
今年度、公開保育を実施して  

  以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて 

保育環境 

・子ども達の様子をよく見ながら、その時々に応じ

て興味・関心がどこにあるのかを見極め整えてい

くようにした。 

・あそびの展開・発展に合わせて、材料を追加した

り環境も変化させるようにした。 

・保育士と安心して過ごす中で、信頼関係を築き

自分の興味のある遊びを見つけて楽しんでいる。 

・今、子どもが関心を持っていることに目を向け、

手作りおもちゃなど提供し、遊びを広げていけるよ

うにした。 

・子ども達の発達に応じた環境を整えていくとともに、発

達を促していけるような保育内容を充実させていく。 

 

 

・異年齢児と多く関わりを持つことで、模倣して遊ぶ姿

が多く見られるようになってきた。 

・見本を見せることによって興味・関心を持つことがで

き、子ども達から”作りたい、○○したい”など語るように

なってきた。 

子どもの姿 

・"こんなことがしたい、そのためにはどうしたらい

いか"という見通しを持ちながら、友達と協力し

合って遊ぶ姿が見られた。 

・個々、友だち同士ともに遊び込む姿が見られた。 

・遊び込むことが難しい子どもに対しての関わり方・環

境の整え方を考えていく必要がある。 

・異年齢児との関わりも増え、親しみを持って遊ぶこと

ができている。 

保育士の

子どもへの

かかわり

（子どもの

見方、声か

けの仕方

等） 

・子どもの遊びを見守ったり、子どもからの援助要

求に対して一緒に解決していくようにした。 

・年齢に応じた玩具を準備し、一緒に遊ぶことで遊

びに興味が持てるようにした。 

・子どもからの問いや援助要求には答えを出すのでは

なく、ヒントを与えながら子ども自身が考えていけるよう

なきっかけ作りをするようにしている。 

・いろいろな遊びを経験する中で、今、子ども達が何に

興味を持ち遊んでいるのか少しずつわかり、子ども達に

興味を持っている遊びを提供できるようになってきた。 

ドキュメン

テーション

（クラスだ

より、園だ

より等も含

んで） 

・子ど達がどんな遊びをして日々を過ごし、成長し

ているかを保護者に伝えられるように、写真や言

葉など工夫している。 

・保護者に見てほしい、知ってほしい子どもの姿、育っ

ていることなどをより明確に紙面に書く。 

・行事等で張り出す機会を増やすことで、ドキュメンテー

ションを見られる保護者が少しづつふえてきている。 

保護者 

・ドキュメンテーションに少しづつ関心を持ってきて

おられるが、まだ写真だけに興味を示され、繰り

返し伝えていかないとまだまだ関心が薄い。 

・ドキュメンテーションを見てもらい、子どもの成長を共

に喜びあえる関係を築いていきたい。 

職員同士 

園全体 

・職員同士で話し合う機会も多くなり、つながりもよ

り深まっている。 

・各クラスがどんな活動に取り組んでいるのか、そ

の中でどんな育ちが見られるのかをドキュメン

テーションや会話などを通して知り、さまざまな情

報を共有するようにしている。 

・話し合いをする時間がとりにくいが、更に意見交換の

場を設けるなど話し合いを深めていきたい。 

・担任同士で子ども達の細かな発達について話をする

ことも多くなった。 

   

今後の 

方向性 

・子どもの発達や、興味・関心を重点とした保育を続けていきたい。 

・子ども主体の保育を進めて行くための保育環境・保育士のかかわり方を考えていく。 
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子

ど
も

の
姿

（
遊

び
・
生

活
・
発

達
）

　
　

・　
気

の
合

う
友

だ
ち

の
中

で
も

自
分

の
気

持
ち

を
は

っ
き

り
と

話
す

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
　

　
　

ま
た

繰
り

返
し

取
り

組
め

ば
ど

ん
な

こ
と

で
も

上
手

に
な

る
こ

と
を

知
り

、
自

信
を

持
っ

て
　

　
　

行
動

す
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
時

に
は

友
だ

ち
同

士
、

意
見

の
ぶ

つ
か

り
合

う
姿

も
見

　
　

　
ら

れ
る

。

　
　

・　
友

だ
ち

と
共

通
の

目
的

に
向

か
っ

て
活

動
す

る
中

で
、

自
分

な
り

に
力

を
発

揮
し

て
取

　
　

　
り

組
む

姿
が

み
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
や

リ
レ

ー
な

ど
集

団
で

　
　

　
の

遊
び

を
好

み
、

仲
間

を
集

め
て

自
分

た
ち

で
遊

び
を

進
め

る
様

子
も

見
ら

れ
る

。

　
　

・　
い

ろ
い

ろ
な

活
動

に
対

し
て

一
人

ひ
と

り
が

目
的

や
課

題
を

持
っ

て
取

り
組

み
、

自
分

　
　

　
な

り
に

考
え

た
り

、
工

夫
し

た
り

、
試

し
た

り
、

頑
張

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
　

　
　

友
だ

ち
の

様
子

を
見

て
刺

激
を

受
け

る
こ

と
も

多
い

。

　
　

・　
友

だ
ち

に
相

談
し

な
が

ら
遊

び
に

必
要

な
材

料
や

用
具

を
見

つ
け

た
り

、
保

育
士

に
伝

え
　

　
　

た
り

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
よ

う
と

す
る

こ
と

も
あ

る
。

　
　

・　
友

だ
ち

の
驚

き
や

発
見

を
聞

く
こ

と
で

そ
れ

が
ク

ラ
ス

全
体

の
共

通
の

関
心

事
と

な
り

、
　

　
　

調
べ

て
み

よ
う

、
試

し
て

み
よ

う
と

す
る

姿
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。

　
　

・　
遊

び
の

中
で

自
分

な
り

に
工

夫
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
友

だ
ち

に
認

め
ら

れ
る

こ
と

で
喜

び
を

　
　

　
感

じ
て

い
る

。
そ

の
活

動
へ

の
充

実
感

、
達

成
感

、
意

欲
が

高
ま

っ
て

き
て

い
る

。

・
自

分
な

り
の

イ
メ

ー
ジ

が
自

由
に

出
せ

る
素

材
を

楽
し

み
な

が
ら

、
試

し
た

り
工

夫
し

た
り

す
る

。
・
友

だ
ち

と
の

つ
な

が
り

を
深

め
な

が
ら

遊
び

を
進

め
て

い
く
。

時
間

　
　

　
環

境
構

成

9
:4

5
・
鉄

棒
を

配
置

し
て

お
○

体
操

・
朝

、
身

体
を

動
か

す
機

会
を

作
る

こ
・
年

長
児

と
し

て
の

自
く
。

　
・
他

ク
ラ

ス
の

前
に

立
ち

、
自

分
た

ち
　

と
で

次
へ

の
活

動
へ

ス
ム

ー
ズ

に
覚

を
持

っ
て

い
る

。
　

が
手

本
と

な
る

よ
う

に
体

操
を

す
る

。
　

移
行

し
た

り
、

落
ち

着
い

て
活

動
に

・
年

下
の

友
だ

ち
の

前
　

取
り

組
め

た
り

す
る

よ
う

に
す

る
。

に
立

つ
こ

と
に

喜
び

を
・
他

ク
ラ

ス
の

年
下

の
友

だ
ち

の
前

に
感

じ
、

自
分

に
自

信
が

　
・
鉄

棒
を

し
て

か
ら

保
育

室
に

入
る

。
　

立
つ

こ
と

で
、

年
長

児
と

し
て

の
自

出
て

き
て

い
る

。
　

覚
を

持
っ

た
り

自
信

を
持

っ
た

り
で

　
き

る
よ

う
働

き
か

け
て

い
く
。

○
朝

の
集

ま
り

・
ボ

ー
ド

に
予

定
を

記
　

・
椅

子
を

持
っ

て
自

分
の

好
き

な
所

・
１

日
の

予
定

は
わ

か
り

や
す

い
よ

う
・
遊

び
の

中
に

目
あ

て
入

す
る

。
　

に
円

型
に

な
る

よ
う

に
座

る
。

に
ボ

ー
ド

に
書

く
よ

う
に

す
る

。
を

持
っ

て
い

る
。

・
椅

子
を

円
型

に
並

　
・
１

日
の

予
定

を
聞

い
て

確
認

す
る

。
・
子

ど
も

た
ち

の
あ

そ
び

の
意

欲
が

高
・
遊

び
の

中
で

の
イ

メ
べ

る
。

　
・
自

分
の

し
た

い
あ

そ
び

を
口

に
出

ま
る

よ
う

な
朝

の
集

ま
り

に
し

て
い

く
。

ー
ジ

を
膨

ら
ま

せ
て

い
　

し
て

い
る

。
そ

れ
を

友
だ

ち
と

伝
え

る
。

　
合

っ
て

い
る

。
1
0
:0

0
・
ひ

ま
わ

り
１

組
に

机
・

○
製

作
あ

そ
び

・
遊

び
に

必
要

な
素

材
や

用
具

は
子

・
素

材
を

手
に

す
る

こ
椅

子
を

並
べ

る
。

ど
も

と
一

緒
に

考
え

た
り

準
備

し
た

り
と

に
喜

び
を

感
じ

、
イ

・
材

料
棚

を
配

置
し

て
　

・
材

料
棚

の
中

か
ら

気
に

入
っ

た
物

す
る

。
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま

せ
よ

お
く
。

　
を

取
り

出
し

た
り

、
友

だ
ち

が
手

に
し

・
子

ど
も

達
が

イ
メ

ー
ジ

が
わ

き
や

す
う

と
し

て
い

る
。

・
様

々
な

素
材

を
取

り
　

て
い

る
物

を
見

て
同

じ
物

を
探

そ
う

い
よ

う
に

、
身

近
な

素
材

や
自

然
物

・
友

だ
ち

と
一

緒
に

作
出

し
や

す
い

よ
う

に
、

　
と

す
る

。
を

取
り

入
れ

る
よ

う
に

す
る

。
る

こ
と

で
、

よ
り

イ
メ

ー
見

や
す

く
選

び
や

す
ジ

を
膨

ら
ま

せ
て

い
る

。
い

よ
う

に
分

類
し

て
　

・
自

分
の

作
り

た
い

物
の

イ
メ

ー
ジ

に
・
子

ど
も

自
身

が
自

分
の

イ
メ

ー
ジ

や
・
イ

メ
ー

ジ
す

る
物

を
お

く
。

　
合

う
素

材
を

迷
い

な
が

ら
選

ん
で

い
思

い
を

明
確

に
つ

か
め

て
い

な
い

場
作

る
た

め
に

素
材

や
　

く
。

合
に

は
、

そ
の

子
の

気
持

ち
に

沿
い

作
り

方
を

工
夫

し
て

・
ハ

サ
ミ

や
の

り
、

ボ
　

・
セ

ロ
ハ

ン
テ

ー
プ

や
の

り
、

ボ
ン

ド
な

が
ら

、
思

い
が

確
か

に
な

る
よ

う
に

い
る

。
ン

ド
、

テ
ー

プ
類

は
多

　
な

ど
を

使
い

な
が

ら
作

品
を

作
り

上
援

助
し

て
い

く
。

・
道

具
の

使
い

方
を

理
め

に
準

備
し

て
お

く
。

　
げ

て
い

く
が

、
作

り
た

い
物

の
イ

メ
ー

・
自

ら
工

夫
し

て
い

る
姿

を
受

け
止

め
解

し
、

ス
ム

ー
ズ

に
使

　
ジ

が
広

が
っ

て
き

て
何

度
も

素
材

を
、

そ
の

子
な

り
の

表
現

を
認

め
な

が
ら

い
こ

な
す

手
先

の
器

・
作

っ
た

物
を

飾
る

場
　

取
り

に
行

こ
う

と
す

る
。

意
欲

を
高

め
た

り
、

自
信

が
持

て
る

よ
用

さ
も

身
に

つ
い

て
い

所
は

製
作

コ
ー

ナ
ー

　
・
作

っ
た

物
を

持
っ

て
友

だ
ち

の
所

う
に

し
て

い
く
。

る
。

の
近

く
に

作
る

。
　

に
行

き
、

「
こ

ん
な

の
が

で
き

た
」
と

・
製

作
し

た
物

を
大

切
に

扱
っ

て
い

け
・
素

材
の

お
も

し
ろ

さ
・
室

外
、

室
内

を
行

き
　

見
せ

よ
う

と
し

て
い

る
。

る
よ

う
、

飾
れ

る
物

は
見

や
す

い
位

置
が

わ
か

り
、

そ
れ

ぞ
れ

き
し

や
す

い
よ

う
に

ゆ
　

・
途

中
か

ら
製

作
あ

そ
び

の
コ

ー
ナ

に
掲

示
す

る
。

の
性

質
の

違
い

に
も

と
り

の
あ

る
空

間
作

り
　

ー
に

来
た

年
下

の
友

だ
ち

に
素

材
・
身

に
つ

け
た

り
、

遊
び

に
使

え
る

物
気

づ
い

て
い

る
。

を
す

る
。

　
の

あ
る

場
所

を
教

え
て

あ
げ

た
り

、
を

見
本

と
し

て
飾

っ
て

お
き

、
子

ど
も

の
・
年

下
の

友
だ

ち
の

存
　

作
り

た
い

物
を

尋
ね

て
手

伝
っ

て
あ

イ
メ

ー
ジ

を
広

げ
て

い
く
よ

う
に

す
る

。
在

に
気

づ
き

、
相

手
　

げ
た

り
す

る
。

・
友

だ
ち

の
イ

メ
ー

ジ
に

も
目

が
向

く
よ

が
ど

う
し

て
ほ

し
い

と
　

・
作

っ
た

物
を

飾
る

。
う

な
働

き
か

け
を

し
て

い
く
。

思
っ

て
い

る
の

か
が

　
・
作

っ
た

物
を

砂
場

へ
持

っ
て

行
っ

考
え

ら
れ

て
い

る
。

　
て

遊
ん

だ
り

、
身

に
つ

け
て

遊
ん

だ
・
自

分
が

イ
メ

ー
ジ

し
　

り
す

る
。

て
作

っ
た

物
を

友
だ

ち
に

見
て

も
ら

う
こ

と
で

喜
び

を
感

じ
て

い
る

。
・
友

だ
ち

と
お

も
し

ろ
さ

を
共

有
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

本
日

の
活

動
製

作
あ

そ
び

・木
片

あ
そ

び
・砂

あ
そ

び

遊
び

の
ね

ら
い

　
予

想
さ

れ
る

子
ど

も
の

姿
保

育
者

の
援

助
と

配
慮

評
価

の
観

点



時
間

　
　

　
環

境
構

成

○
木

片
あ

そ
び

・
道

具
や

用
具

、
材

料
の

扱
い

に
つ

い
・
木

と
い

う
素

材
の

お
　

・
様

々
な

木
を

手
に

取
っ

て
大

き
さ

て
は

機
会

を
と

ら
え

て
子

ど
も

と
一

緒
も

し
ろ

さ
を

感
じ

て
い

・
遊

戯
室

に
製

作
途

中
　

や
形

を
見

比
べ

な
が

ら
、

自
分

が
に

考
え

さ
せ

た
り

、
一

人
ひ

と
り

に
丁

る
。

の
作

品
を

探
し

や
す

い
　

作
っ

た
物

の
イ

メ
ー

ジ
に

合
っ

た
木

寧
に

知
ら

せ
た

り
し

て
徹

底
さ

せ
る

。
・
イ

メ
ー

ジ
を

膨
ら

ま
よ

う
に

置
い

て
お

く
。

　
片

を
選

ぶ
。

せ
な

が
ら

、
作

る
こ

と
　

・
つ

け
よ

う
と

す
る

木
の

厚
さ

を
確

認
・
子

ど
も

の
イ

メ
ー

ジ
が

膨
ら

む
よ

う
な

に
意

欲
を

持
っ

て
い

る
　

し
、

つ
な

げ
る

た
め

に
必

要
な

長
さ

様
々

な
形

、
大

き
さ

の
木

片
を

準
備

。
　

の
釘

を
選

ん
で

持
っ

て
く
る

。
し

て
お

く
。

・
こ

れ
ま

で
の

経
験

か
　

・
自

分
が

力
の

入
れ

や
す

い
所

を
・
危

険
が

な
い

よ
う

安
全

確
認

を
十

分
ら

材
料

に
合

っ
た

用
・
遊

戯
室

前
に

木
片

　
握

り
な

が
ら

、
金

づ
ち

で
釘

を
木

に
に

行
い

、
自

分
達

で
遊

び
が

進
め

ら
具

の
選

び
方

を
知

っ
を

選
び

や
す

い
よ

う
に

　
打

ち
込

ん
で

い
く
。

れ
る

よ
う

に
す

る
。

て
い

る
。

置
い

て
お

く
。

　
・
打

ち
込

み
に

く
い

所
が

あ
る

時
に

・
子

ど
も

の
発

想
や

考
え

を
認

め
、

そ
・
経

験
の

中
で

道
具

　
は

、
保

育
士

に
木

を
押

さ
え

て
も

ら
っ

れ
が

実
現

で
き

る
よ

う
い

ろ
い

ろ
な

素
の

扱
い

方
を

知
り

、
そ

・
形

や
大

き
さ

の
異

な
　

た
り

、
つ

な
げ

方
の

具
体

的
な

ア
ド

材
に

気
づ

か
せ

た
り

ア
イ

デ
ア

を
出

し
れ

を
使

い
こ

な
し

て
い

る
木

片
を

準
備

し
て

　
バ

イ
ス

を
求

め
た

り
す

る
。

た
り

す
る

。
る

。
お

く
。

　
・
途

中
で

自
分

の
作

っ
て

い
る

物
を

・
自

分
な

り
に

考
え

、
試

行
錯

誤
で

き
・
わ

ら
な

い
所

は
人

に
　

持
ち

上
げ

て
み

た
り

、
自

分
が

動
い

る
よ

う
保

育
士

は
子

ど
も

の
行

動
を

受
聞

こ
う

と
し

て
い

る
。

・
遊

び
に

必
要

な
道

具
　

て
出

来
栄

え
を

確
認

し
た

り
し

て
い

け
入

れ
、

見
守

っ
て

い
く
よ

う
に

す
る

。
解

決
す

る
た

め
の

策
類

を
多

め
に

揃
え

て
　

い
る

。
を

知
ろ

う
と

し
て

い
る

。
お

く
。

　
・
「
こ

こ
上

手
に

釘
が

打
て

た
」
「
こ

・
友

だ
ち

同
士

刺
激

を
受

け
合

い
、

受
・
自

分
の

作
っ

て
い

る
　

ん
な

形
に

な
っ

て
き

た
」
と

自
分

の
け

た
刺

激
が

遊
び

に
反

映
し

て
い

く
よ

物
を

振
り

返
っ

て
み

る
・
使

用
す

る
道

具
類

の
　

作
品

を
友

だ
ち

に
ア

ピ
ー

ル
し

た
り

う
、

ま
た

友
だ

ち
の

イ
メ

ー
ジ

に
も

目
が

こ
と

で
更

に
工

夫
す

る
安

全
確

認
を

行
っ

て
　

声
を

か
け

て
呼

ん
で

き
て

作
品

を
向

く
よ

う
な

働
き

か
け

を
し

て
い

く
。

所
を

探
そ

う
と

し
て

い
お

く
。

　
見

て
も

ら
お

う
と

し
て

い
る

。
る

。
　

・
釘

を
打

ち
込

む
前

に
は

何
度

も
木

・
子

ど
も

が
自

分
か

ら
取

り
組

ん
で

い
・
友

だ
ち

に
見

て
も

ら
・
釘

は
太

さ
や

長
さ

の
　

片
を

置
い

て
み

て
、

そ
の

組
み

合
わ

る
姿

を
認

め
、

工
夫

で
き

る
所

は
気

う
こ

と
に

喜
び

を
感

じ
違

う
物

を
準

備
す

る
。

　
せ

方
、

組
み

立
て

方
を

考
え

よ
う

と
づ

か
せ

な
が

ら
や

り
遂

げ
ら

れ
る

よ
う

て
い

る
。

　
し

て
い

る
。

に
保

育
士

も
一

緒
に

考
え

た
り

試
し

・
試

し
た

り
工

夫
し

な
・
作

業
の

し
や

す
い

　
・
ま

わ
り

の
友

だ
ち

と
話

を
す

る
こ

と
た

り
し

て
い

く
。

が
ら

イ
メ

ー
ジ

を
広

げ
空

間
を

確
保

す
る

。
　

も
な

く
釘

打
ち

を
し

て
い

る
。

て
い

こ
う

と
し

て
い

る
。

　
・
「
こ

こ
に

つ
け

よ
う

か
な

あ
」
「
こ

う
し

・
子

ど
も

の
思

い
に

共
感

し
受

け
と

め
・
釘

を
打

ち
込

む
と

い
　

た
ら

格
好

い
い

や
ん

」
と

自
分

の
思

て
い

く
。

う
作

業
に

お
も

し
ろ

さ
　

い
を

口
に

し
な

が
ら

作
業

に
取

り
組

・
友

だ
ち

が
ま

わ
り

で
遊

ん
で

い
る

姿
を

感
じ

て
い

る
。

　
ん

で
い

る
。

に
も

気
づ

け
る

よ
う

な
言

葉
か

け
を

し
・
組

み
立

て
て

形
を

　
・
釘

が
曲

が
っ

た
時

に
は

そ
の

都
度

て
い

く
。

作
る

と
い

う
作

業
に

　
金

づ
ち

を
使

っ
て

直
そ

う
と

し
て

い
る

お
も

し
ろ

さ
を

感
じ

て
　

。
・
難

し
い

所
は

手
伝

い
な

が
ら

、
自

分
い

る
。

　
・
年

中
児

の
姿

を
気

に
か

け
、

釘
打

で
作

り
上

げ
て

い
る

と
い

う
達

成
感

や
・
こ

れ
ま

で
の

経
験

か
　

ち
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

し
た

り
、

材
料

同
満

足
感

が
得

ら
れ

る
取

り
組

み
方

を
ら

失
敗

し
て

き
た

時
の

　
士

の
つ

な
げ

方
を

教
え

た
り

し
て

い
し

て
い

く
よ

う
に

す
る

。
改

善
の

仕
方

を
知

っ
　

る
。

て
い

る
。

　
・
木

片
を

組
み

合
わ

せ
て

遊
ん

で
い

・
自

分
の

持
っ

て
い

る
　

る
年

下
の

友
だ

ち
に

お
も

し
ろ

い
形

知
識

や
技

術
が

友
だ

　
の

釘
を

選
ん

で
持

っ
て

く
る

。
木

片
を

ち
に

伝
え

ら
れ

て
い

る
　

渡
し

た
り

、
「
こ

ん
な

ん
が

作
れ

る
で

。
　

」
と

自
分

で
作

品
を

作
り

見
せ

た
り

し
・
自

分
達

で
作

業
を

進
　

て
い

る
。

め
て

い
く
楽

し
さ

が
味

わ
え

て
い

る
。

・
遊

び
の

イ
メ

ー
ジ

が
よ

り
大

き
く
膨

ら
ん

で
き

て
い

る
。

・
友

だ
ち

と
一

緒
に

遊
ぶ

こ
と

で
よ

り
お

も
し

ろ
さ

が
増

し
て

い
る

。

　
予

想
さ

れ
る

子
ど

も
の

姿
保

育
者

の
援

助
と

配
慮

評
価

の
観

点

・
作

っ
た

物
で

す
ぐ

に
遊

べ
る

コ
ー

ナ
ー

を
作

っ
て

お
く
。

・
作

っ
た

物
を

持
っ

て
テ

ー
ブ

ル
コ

ー
ナ

ー
へ

行
き

、
友

だ
ち

と
一

緒
に

ご
っ

こ
遊

び
を

し
て

い
る

。

・
製

作
コ

ー
ナ

ー
の

横
に

作
っ

た
物

で
選

べ
る

コ
ー

ナ
ー

を
作

り
、

あ
そ

び
が

広
が

っ
て

い
く
よ

う
に

す
る

。

・
作

る
楽

し
さ

が
そ

れ
を

使
っ

て
遊

ぶ
楽

し
さ

に
変

わ
っ

て
き

て
い

る
。

・
遊

び
に

必
要

な
物

を
考

え
て

、
素

材
を

組
み

合
わ

せ
て

作
ろ

う
と

す
る

。
・
友

だ
ち

が
作

っ
て

い
る

物
に

も
目

を
向

け
、

一
緒

に
ご

っ
こ

あ
そ

び
が

楽
し

め
る

よ
う

に
言

葉
が

け
を

し
て

い
く
。

時
間

　
　

　
環

境
構

成

○
砂

あ
そ

び
・
朝

の
自

由
あ

そ
び

の
間

に
子

ど
も

た
・
友

だ
ち

と
一

緒
に

同
・
テ

ー
ブ

ル
や

砂
場

道
　

・
道

具
を

使
っ

て
砂

を
す

く
っ

た
り

、
ち

と
一

緒
に

遊
び

に
必

要
な

準
備

を
じ

目
的

に
向

か
っ

て
具

を
砂

場
近

く
に

配
置

　
友

だ
ち

と
一

緒
に

よ
り

深
く
掘

ろ
う

と
し

て
お

く
。

遊
び

を
進

め
よ

う
と

し
す

る
。

　
し

て
い

る
。

て
い

る
。

　
・
一

輪
車

に
砂

を
い

っ
ぱ

い
の

せ
て

・
一

輪
車

や
ス

コ
ッ

プ
、

木
な

ど
ダ

イ
ナ

・
一

輪
車

の
バ

ラ
ン

ス
・
道

具
は

出
し

入
れ

し
　

砂
場

の
外

に
運

ん
で

い
る

。
運

ん
だ

ミ
ッ

ク
に

遊
び

が
楽

し
め

る
よ

う
な

道
を

と
り

な
が

ら
運

ぶ
と

や
す

い
所

に
お

い
て

　
土

を
使

っ
て

土
あ

そ
び

が
始

ま
る

。
具

を
準

備
し

て
お

く
。

い
う

原
理

を
理

解
し

て
お

く
。

・
子

ど
も

同
士

が
互

い
の

こ
と

を
意

識
使

い
こ

な
せ

て
い

る
。

　
・
土

の
中

か
ら

出
て

き
た

物
を

友
だ

で
き

る
よ

う
な

言
葉

が
け

を
多

く
し

て
・
こ

れ
ま

で
の

経
験

か
・
カ

ッ
プ

や
台

所
用

品
　

ち
に

見
せ

、
そ

れ
が

何
で

あ
る

か
を

い
く
。

ら
砂

の
中

に
埋

ま
っ

て
な

ど
は

多
め

に
準

備
　

伝
え

て
い

る
。

・
子

ど
も

の
様

々
な

発
見

や
驚

き
を

受
い

る
物

が
何

な
の

か
し

て
お

く
。

け
止

め
て

共
感

し
て

い
く
よ

う
に

す
る

。
知

っ
て

い
る

。
　

・
容

器
に

砂
を

入
れ

て
ひ

っ
く
り

返
し

・
イ

メ
ー

ジ
が

よ
り

わ
く
よ

う
な

会
話

を
・
自

分
の

知
っ

て
い

る
・
拾

い
集

め
て

き
た

自
　

、
食

べ
物

に
見

立
て

て
飾

り
つ

け
を

か
わ

し
た

り
、

一
緒

に
遊

ん
だ

り
す

る
。

事
を

友
だ

ち
に

教
え

た
然

物
は

手
に

と
り

や
す

　
し

た
り

、
年

下
の

友
だ

ち
を

誘
い

こ
・
ま

わ
り

に
い

る
子

ど
も

た
ち

を
遊

び
に

り
伝

え
た

り
す

る
力

が
い

所
に

置
く
。

　
ん

で
ご

っ
こ

あ
そ

び
を

し
た

り
し

て
い

誘
う

き
っ

か
け

作
り

を
し

、
一

緒
に

作
る

つ
い

て
き

て
い

る
。

　
る

。
、

お
客

さ
ん

に
な

る
な

ど
し

な
が

ら
遊

・
砂

と
い

う
素

材
か

ら
・
室

内
、

室
外

へ
自

由
　

・
木

片
コ

ー
ナ

ー
の

木
を

持
っ

て
き

び
が

盛
り

上
が

る
よ

う
に

す
る

。
イ

メ
ー

ジ
が

広
が

り
、

に
出

入
り

で
き

る
よ

う
　

て
遊

ぼ
う

と
す

る
。

持
っ

て
き

た
物

を
・
自

分
達

で
遊

び
に

使
う

物
を

考
え

た
そ

れ
を

他
の

物
に

見
に

、
足

ふ
き

用
の

マ
ッ

　
年

下
の

友
だ

ち
に

「
い

い
や

ろ
」
と

見
り

作
っ

た
り

し
て

い
る

姿
を

認
め

、
友

だ
立

て
て

遊
ぶ

と
い

う
ト

を
敷

い
て

お
く
。

　
せ

た
り

、
貸

し
て

あ
げ

た
り

し
て

い
る

。
ち

と
協

力
し

て
遊

び
を

進
め

て
い

く
楽

表
現

活
動

を
楽

し
ん

　
・
友

だ
ち

が
作

っ
た

製
作

物
を

見
て

、
し

さ
を

味
わ

え
る

よ
う

に
す

る
。

で
い

る
。

　
自

分
も

「
作

っ
て

く
る

」
と

製
作

コ
ー

・
砂

場
の

外
に

広
が

っ
て

い
く
遊

び
の

・
木

や
木

片
を

遊
び

に
　

ナ
ー

へ
行

こ
う

と
す

る
。

世
界

を
見

守
り

、
子

ど
も

達
が

イ
メ

ー
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

　
・
砂

場
横

の
土

の
山

に
穴

を
掘

る
た

ジ
を

膨
ら

ま
せ

て
い

け
る

よ
う

な
言

葉
遊

び
が

よ
り

お
も

し
ろ

　
め

に
土

を
削

っ
た

り
、

木
を

橋
に

し
て

か
け

を
し

て
い

く
。

く
な

る
こ

と
を

知
っ

て
　

渡
っ

た
り

し
て

い
る

。
い

る
。

・
作

っ
た

物
を

友
だ

ち
に

見
せ

た
い

と
い

う
強

い
気

持
ち

が
で

て
き

て
い

る
。

そ
の

こ
と

で
満

足
感

や
達

成
感

が
生

ま
れ

て
き

て
い

る
。

・
友

だ
ち

と
同

じ
目

的
を

持
っ

て
取

り
組

む
こ

と
で

、
お

互
い

の
力

を
発

揮
し

あ
っ

て
い

る
。

1
1
:0

0
・
収

納
場

所
が

よ
く
わ

○
片

づ
け

・
ど

こ
に

片
づ

け
る

の
か

が
子

ど
も

た
・
自

分
の

役
割

を
見

つ
か

る
よ

う
写

真
や

ラ
ベ

　
・
作

っ
て

い
る

途
中

の
物

は
置

い
て

ち
に

よ
く
わ

か
る

よ
う

に
、

収
納

場
所

け
果

た
そ

う
と

し
て

い
ル

を
貼

っ
て

お
く
。

お
い

た
り

、
使

っ
て

い
た

道
具

や
用

具
や

収
納

の
仕

方
は

固
定

し
て

お
く
。

る
。

を
元

の
場

所
に

片
づ

け
た

り
す

る
。

・
子

ど
も

た
ち

が
片

づ
け

や
す

い
方

法
・
物

を
大

切
に

扱
う

こ
に

す
る

。
と

を
学

ん
で

い
る

。
・
片

づ
け

て
い

る
姿

を
認

め
、

そ
の

中
○

振
り

返
り

で
物

を
大

切
に

扱
う

こ
と

も
知

ら
せ

て
・
赤

、
青

、
黄

３
グ

ル
　

・
自

分
が

遊
び

の
中

で
感

じ
た

こ
と

い
く
よ

う
に

す
る

。
・
自

分
の

思
い

を
友

だ
ー

プ
に

わ
か

れ
る

。
　

や
作

っ
た

物
を

見
せ

な
が

ら
、

工
夫

・
友

だ
ち

が
伝

え
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

ち
に

伝
え

る
力

が
つ

い
・
保

育
士

や
子

ど
も

の
　

し
た

と
こ

ろ
な

ど
を

伝
え

る
。

を
皆

で
聞

く
こ

と
で

そ
の

思
い

を
共

有
て

い
る

。
顔

が
見

や
す

い
よ

う
　

・
椅

子
に

座
り

続
け

る
こ

と
が

難
し

く
、

し
て

い
け

る
よ

う
に

す
る

。
・
友

だ
ち

の
意

見
を

聞
に

円
型

に
椅

子
を

並
　

身
体

が
動

い
て

し
ま

っ
た

り
、

ま
わ

り
・
楽

し
か

っ
た

こ
と

、
工

夫
し

た
こ

と
、

困
い

て
共

感
し

、
自

分
も

べ
る

。
　

の
友

だ
ち

と
話

し
出

す
子

ど
も

も
い

る
っ

た
こ

と
な

ど
を

話
し

て
い

く
中

で
、

明
や

っ
て

み
た

い
と

い
う

　
・
友

だ
ち

の
話

を
聞

い
て

「
今

度
は

日
へ

の
意

欲
に

つ
な

げ
て

い
く
よ

う
に

意
欲

が
出

て
き

て
い

る
　

自
分

も
や

っ
て

み
た

い
」
と

次
の

日
す

る
。

・
期

待
感

や
目

標
を

持
　

の
活

動
を

楽
し

み
に

す
る

。
っ

て
い

る
。

　
予

想
さ

れ
る

子
ど

も
の

姿
保

育
者

の
援

助
と

配
慮

評
価

の
観

点



ドキュメンテーション 

○ ０歳児 生活と遊び

歩行が確立してきて、自分のやりたいこと行きたいことなどの好奇心・意欲がより一層増して、

活動の視野が動が広がっている様子をドキュメンテーションにしました。

○ たてわり３．４歳児による創作劇遊び

自分たちで劇を進めていき、やりがいを感じ楽しんだその過程をドキュメンテーションにしました。



＜舞鶴幼稚園＞ 
今年度、公開保育を実施して  

  以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて 

保育環境 

・子どもにとって身近に感じやすい・手にとりやす

い、子ども同士のつながり・遊びのつながりいうこ

とを基本に子どもの動線を考えた環境の構成に努

めてきた。 

・ねらい達成のために翌日の環境をどのように構成する

かを常に考える意識を保育者が持つことと職員間の話

し合いを密にし、共に考え合える連携が必要。 

子どもの姿 

・子どもの思いを引き出したり、話し合ったりする

振り返りの場面で、保育者が見守ったり記録に残

したりするようにした。そのことで、子ども達が経過

を見直し、自分達で話し合ったり、活動を進めたり

していくようになった。 

・子ども一人一人が自分なりのめあてをもって主体的に

遊び、仲間の良さを認め合う集団づくりを目指す。 

保育者の

子どもへの

かかわり

（子どもの

見方、声か

けの仕方

等） 

・予想していた遊びとは異なる内容が盛り上がっ

ても、ねらいを明確にして長期の見通しを意識して

子どもの姿・遊びをみていたため、子どもの興味･

関心に応じて活動を進め、ねらいに向かっていくこ

とができた。 

・発達年齢を踏まえ、各学年のねらいを明確にして異年

齢児との交流や共通の活動を計画し、次の学年へ遊び

の継承をしていく。 

ドキュメン

テーション

（クラスだ

より、園だ

より等も含

んで） 

・ドキュメンテーションの取り入れ方を学び、活動

の様子や子どもの姿から伝えたいことを明確にし

て表現していけるようになった。ドキュメンテーショ

ンに目をとめる保護者も増えてきた。 

ねらいや意図を短い文で表現することが課題である。

伝わりにくい部分も含めて、表現・啓発の仕方を更に研

修していく。 

保護者 

・ドキュメンテーションを見た保護者から「掲示がた

くさんあって、子どもの話だけではよく分からない

今日あったことを知ることができ、ほほえましく拝

見させてもらっています」、「１つ１つ行事ごとにく

わしく様子をまとめていただいているおかげで、子

ども達がのびのび・ワクワク活動してるんだなあっ

て感じ取ることができました。毎日の小さな積み重

ねが大きな成果につながることを改めてかんじさ

せられました。」などの感想をいただいた。 

  

職員同士 

園全体 

・長期の見通しを共通理解することで、日々の話し

合いの焦点をしぼることができた。 

・子ども、遊びの情報共有をし、よりよい子どもの育ちを

考え環境の構成・援助ができるよう互いに研鑚してい

く。 

   

今後の 

方向性 

・一人一人が自分のめあてや思いをもって仲間と共に生活をつくりだしていける保育について研修を深め

る。                                                                    

・関係機関との連携、専門機関とのつながりづくりをしながら、幼児一人一人の力を十分に伸ばしていける

保育環境のあり方を探る。                                            





ドキュメンテーション 

平成 27年度 年長児 協同的な遊び ～ハロウィンパーティーをひらこう！！～ 

（9月 7日～10月 29日までの取組） 

 

ハロウィンパーティー開催のため、保育室 

に紫色の旗を飾りつけたい！！と考え出し、 

年少の頃より楽しんでいる色水遊びからヒント 

を得て染め物遊びを展開する。 

  

ハロウィンパーティーを開催するために 

毎日の振り返りの時に｢今日の活動と明日の活動｣ 

について、みんなで話し合いを重ねながら、進めて 

いきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

ハロウィンパーティーに参加した保護者からのメッセージ     

 

（まとめ） 

・互いに思いを表現し、葛藤も経験しながら活動をすすめていく面白さを感じることができた。 

・園外の友だちを招待することで、楽しんでもらえるために何度も考え直し活動を深めることができた。 

・遊びの中の葛藤･困りを子ども達自身が受け止め解決しようとする場面を大切にする保育者でいたい。 

・子どもの興味とねらい達成の兼ね合いの難しさを感じた。発達理解と環境構成の工夫に研修を重ねていき

たい。 

 

幼児自身が何度も見返すことがで

きるように話し合いのまとめを掲示

しておくことで、遊びに対する思い

を深める・共有することができやす

い環境となった。 

保護者にも子どものがんばりが伝

わり、ハロウィンパーティーへ参加

してもらいやすかった。 



＜岡田小学校・岡田保育園＞ 

保幼小連携 合同授業・保育公開校・園（公開順） 

生活科学習指導案 
                              

指導者名 １年担任  廣谷 沙織  

年長担任  松味 友里恵 

 

１ 日 時     平成27年7月2日（木）9:30～10:30 

２ 場 所   岡田保育園 

３ 学 年   岡田小学校第１学年 計１０名 

        岡田保育園年長児  計２１名 

４ 単元名   なつだあそぼう 

５ 単元について 

  本単元は、夏の公園や校庭で、身近な自然と関わり、それらを利用して遊ぶことを通して、遊びの面白さや自然の

不思議さに気付き、みんなで遊びを楽しんだり、自分たちの生活を楽しくしたりすることを主なねらいとしている。

季節の遊びとして、「身近な草花を使った遊び」「砂場遊び」「泡遊び・色水遊び」という３つの活動を設定してい

る。まず「身近な草花を使った遊び」では、自然物を使った活動を行うとともに、自分達で遊びを工夫する楽しさや

よさを十分に感じられるようにする。その後の「砂場遊び」「泡遊び・色水遊び」については、岡田保育園での活動

になるので、事前に「はじめの会」と「終わりの会」の司会の準備をさせたり、どんな遊びをしたいのかカードに書

かせたりして見通しを持たせ、活動への意欲を持てるようにする。 

本地域の児童は自然豊かな環境で育ち、自然の中での遊びの経験が多く、身近な草花の名前やその遊び方をよく

知っている児童がいる。みんなで仲良く声をかけ合って遊ぶことができ、本単元の活動でも１年生や年長児の差なく

楽しんで遊ぶことができると思われる。お互いに自分たちで考えた遊びを交流し、普段よりも多い人数の中で多様な

遊び方を楽しめるようにしたい。また、１年生は既に保育園で砂遊びや色水遊び、泡遊びなどの体験をしている。そ

の時のことを思い出し、どのようにすればうまくいくのかと予想を立てて試したり、水をどう使えばよいか、混ぜた

らどうなるかなど、新たに発想を広げたりしていけるようにしたい。 

活動の際は、まずは一人一人子どもたちがそれぞれの関心・意欲をもとに活動するが、同じことをやっている子ど

もどうしで集まって、声をかけ合って活動できる場作りをする。困っている児童がいれば、教師が見守りながら、自

分の思いを言えるように促す。また、みんなで使う場所や、同じ道具を使うときのルールとマナーを確かめ、みんな

で気持ちよく活動できるようにする。保育園への行き帰りはバスを利用するので、乗り物の中でのマナーを守り、気

持ちよく利用することができるようにする。活動後のうがい、手洗いなどの衛生面の指導も十分に行う。活動の振り

返りでは、自分の気付きや感想を絵や文、言葉で表現することで明確にできるようにし、気付きを交流できるように

十分な時間を確保したい。 

 

６ 単元目標 

 ○ 夏の校庭で、身近な自然とかかわり、それらを利用して遊ぶことを通して、遊びの面白さや自然の不思議さに気

付くことができる。（気付き） 

 ○ 身近な自然やものを利用した遊びを考え、それをすなおに表現することができる。（思考・表現） 

 ○ みんなで使う場所を、安全に気を付けて正しく利用することができる。（関心・意欲・態度） 

 

７ 単元の評価規準 
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本
時
の
目
標

 

１
年
生
：
水
や
泡
を
使
っ
て
楽
し
く
遊
べ
る
こ
と
や
遊
び
を
工
夫
す
る
面
白
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。（

気
付
き
）

 

水
や
泡
を
使
っ
た
遊
び
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
思
考
・
表
現
）

 

泡
遊
び
・
色
水
遊
び
に
関
心
を
持
ち
、
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
関
・
意
・
態
）

 

 
 
年
長
児
：
友
達
や
１
年
生
と
、
色
水
の
変
化
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
美
し
さ
、
不
思
議
さ
を
感
じ
て
い
る
。

 

 1
0
 
本
時
の
展
開
（
６
・
７
／
９
）

 

 
主
な
活
動

 
予
想
さ
れ
る
幼
児
・
児
童
の
反
応

 
指
導
上
の
留
意
点

 

 導
 

入
 

 5
 

分
 

１
 
始
め
の
あ

い
さ
つ
を
す

る
。

 

  ２
 
今
日
の
活

動
の
流
れ
を

確
か
め
る
。

 

〈
幼
児
〉

 

・
何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
な
。

 

・
1
年
生
と
～
を
し
て
遊
び
た

い
な
。

 

・
早
く
遊
び
た
い
な
。

 

〈
児
童
〉

 

・
今
日
は
何
を
し
よ
う
か
な
。

 

・
き
り
ん
組
さ
ん
と
一
緒
に
遊

ぼ
う
。

 

・
楽
し
み
だ
な
。

 

○
保
育
園
児
が
遊
ん
で
い
る
所
へ

１
年
生
が
合
流
す
る
。

 

○
遊
び
は
大
き
く
、「
し
ゃ
ぼ
ん
玉

遊
び
」「
泡
遊
び
」「
色
水
遊
び
」

の
３
つ
を
準
備
し
て
お
く
。

 

○
児
童
に
司
会
を
さ
せ
、
活
動
へ

の
意
欲
を
持
た
せ
る
。

 

○
活
動
場
所
を
確
認
す
る
。

 

 展
 

 開
 

 4
5

 

分
 

３
 
泡
遊
び
・
色

水
遊
び
を
す

る
。

 

            ４
 
後
片
付
け

を
す
る
。

 

・
何
で
し
ゃ
ぼ
ん
玉
作
ろ
う
か

な
。

 

・
速
く
、
ゆ
っ
く
り
吹
い
て
み

よ
う
。
ど
う
な
る
か
な
。

 

・
道
具
を

1
年
生
と
つ
く
ろ

う
。
ど
ん
な
大
き
さ
が
で
き

る
？
材
料
は
何
？

 

・
花
や
泥
を
混
ぜ
る
と
、
ど
う

な
る
か
な
。

 

・
友
達
や

1
年
生
と
見
せ
合
お

う
。
比
べ
て
み
よ
う
。

 

・
こ
の
泡
で
も
し
ゃ
ぼ
ん
玉
っ

て
出
来
る
か
な
。

 

・
い
ろ
ん
な
色
、
形
が
見
え
た

ね
。
作
れ
た
ね
。

 

・
大
き
な
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
作
ろ

う
。
そ
っ
と
動
か
す
と
う
ま

く
で
き
る
よ
。
手
で
も
で
き

る
か
な
。

 

・
道
具
は
こ
う
や
っ
て
作
る

よ
。

 

・
色
水
を
作
り
た
い
な
。
こ
の

花
と
こ
の
花
を
ま
ぜ
る
と

こ
ん
な
色
に
な
っ
た
よ
。

 

草
を
揉
ん
だ
ら
緑
の
水
に

な
る
ね
。

 

・
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
液
に
土
を
混

ぜ
る
と
色
が
変
わ
る
よ
。

 

・
せ
っ
け
ん
の
泡
で
ク
リ
ー
ム

を
作
ろ
う
。

 

○
子
ど
も
の
気
付
き
や
楽
し
さ
を

受
け
止
め
、
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
に
見
守
る
。

 

○
児
童
が
園
児
と
同
じ
場
所
で
声

を
か
け
合
っ
て
遊
べ
る
よ
う
に

す
る
。

 

○
子
ど
も
た
ち
が
、
困
っ
た
こ
と

や
自
分
の
思
い
が
言
え
る
よ
う

に
促
す
。

 

○
ハ
ン
ガ
ー
等
の
材
料
を
準
備
し

て
お
き
、
工
夫
し
た
遊
び
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

 

   ○
児
童
が
周
り
の
様
子
を
見
て
、

集
ま
っ
た
り
片
付
け
た
り
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 

○
片
付
け
を
や
り
切
ら
せ
る
。

 

ま と め
 

 1
0

 

分
 

５
 
今
日
の
振

り
返
り
を
す

る
。

 

    ６
 
終
わ
り
の

あ
い
さ
つ
を

す
る
。

 

・
た
く
さ
ん
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
出

来
て
面
白
か
っ
た
。

 

・
色
水
作
り
が
楽
し
か
っ
た
。

 

・
道
具
で
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
大
き

さ
が
違
っ
た
よ
。

 

・
1
年
生
、
友
達
は
～
し
て
た

ね
。

 

・
一
緒
に
遊
べ
て
嬉
し
か
っ

た
。

 

・
大
き
な
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
作
れ

て
楽
し
か
っ
た
。

 

・
い
っ
ぱ
い
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
作

る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

 

・
い
ろ
ん
な
色
水
を
混
ぜ
る
と

お
も
し
ろ
い
色
に
な
っ
た
。

 

・
き
り
ん
組
さ
ん
と
な
か
よ
く

遊
べ
た
。

 

○
児
童
に
司
会
を
さ
せ
、
自
分
た

ち
で
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

 

○
普
段
と
は
違
う
友
達
と
一
緒
に

遊
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
ら
せ

る
。

 

○
仲
良
く
活
動
で
き
た
こ
と
や
気

付
い
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

 

 1
1
 
評
価

 

１
年
生
：
水
や
泡
を
使
っ
て
楽
し
く
遊
べ
る
こ
と
や
遊
び
を
工
夫
す
る
面
白
さ
に
気
付
い
て
い
る
。（

気
付
き
）

 

水
や
泡
を
使
っ
た
遊
び
を
工
夫
し
て
い
る
。（

思
考
・
表
現
）

 

泡
遊
び
・
色
水
遊
び
に
関
心
を
持
ち
、
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
と
し
て
い
る
。（
関
・
意
・
態
）

 

年
長
児
：
友
達
や
１
年
生
と
、
色
水
の
変
化
や
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
美
し
さ
、
不
思
議
さ
を
感
じ
て
い
る
。

 

い
っ
し
ょ
に
泡
遊
び
・
色
水
遊
び
を
し
よ
う
。

 

 

８
 
単
元
指
導
計
画

 

次
 
時

 
指
導
内

容
 

学
習
活
動

 
指
導
上
の
留
意
点

 
評
価
規
準

 

（
評
価
の
観
点
）

 

一
 

 

１  

自
然
の

観
察
と

遊
び

 

○
草
花
や
樹
木
、
虫
な
ど

の
動
植
物
を
探
し
た

り
観
察
し
た
り
す
る
。
 

○
活
動
の
前
に
、
危
険
な
場
所

や
安
全
の
た
め
の
約
束
を

確
認
す
る
。

 

○
児
童
の
つ
ぶ
や
き
を
拾
い
、

気
付
い
た
こ
と
を
共
有
さ

せ
る
。

 

○
身
近
な
自
然
に
関
心
を
も
ち
、
み
ん
な

で
楽
し
く
遊
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

（
関
・
意
・
態
）

 

○
諸
感
覚
を
使
っ
て
、
夏
の
草
花
や
虫
を

観
察
し
た
り
、
夏
の
草
花
で
工
夫
し
て

遊
ん
だ
り
し
て
い
る
。（
思
考
・
表
現
）
 

二
 
２  

砂
場
遊

び
の
計

画
 

○
岡
田
保
育
園
の
砂
場

で
ど
ん
な
遊
び
を
し

た
い
か
カ
ー
ド
に
書

く
。

 

○
は
じ
め
・
終
わ
り
の
会

の
司
会
を
決
め
る
。

 

○
ど
ん
な
遊
び
を
し
よ
う
か
、

そ
の
た
め
に
ど
ん
な
道
具

を
用
意
す
れ
ば
よ
い
の
か

考
え
さ
せ
、
活
動
へ
の
意
欲

を
持
た
せ
る
。

 

○
ど
ん
な
遊
び
を
し
よ
う
か
、
進
ん
で
考

え
、
準
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
・

意
・
態
）

 

○
遊
び
方
を
工
夫
し
て
考
え
、
絵
や
文
で

表
現
し
て
い
る
。（
思
考
・
表
現
）

 

３ ・ ４  

５  

砂
場
遊

び
 

 

○
砂
場
遊
び
を
す
る
。

 
○
子
ど
も
の
気
付
き
や
楽
し

さ
を
受
け
止
め
、
意
欲
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

見
守
る
。

 

○
子
ど
も
た
ち
が
、
困
っ
た
こ

と
や
自
分
の
思
い
が
言
え

る
よ
う
に
促
す
。

 

○
道
具
や
遊
ん
だ
あ
と
の
片

付
け
を
や
り
切
ら
せ
る
。

 

○
土
や
砂
を
使
っ
て
楽
し
く
遊
べ
る
こ

と
や
遊
び
を
工
夫
す
る
面
白
さ
に
気

付
い
て
い
る
。
（
気
付
き
）

 

○
土
や
砂
を
使
っ
た
遊
び
を
工
夫
し
て

い
る
。
（
思
考
・
表
現
）

 

○
砂
遊
び
に
関
心
を
持
ち
、
み
ん
な
で
楽

し
く
遊
ぼ
う
と
し
て
い
る
。（
関
・
意
・

態
）

 

三
 
５  

５  

泡
遊

び
・
色
水

遊
び
の

計
画

 

○
岡
田
保
育
園
で
泡
や

水
を
使
っ
て
ど
ん
な

遊
び
を
し
た
い
か
カ

ー
ド
に
書
く
。

 

○
は
じ
め
・
終
わ
り
の
会

の
司
会
を
決
め
る
。

 

○
ど
ん
な
遊
び
を
し
よ
う
か
、

そ
の
た
め
に
ど
ん
な
道
具

を
用
意
す
れ
ば
よ
い
の
か

考
え
さ
せ
、
活
動
へ
の
意
欲

を
持
た
せ
る
。

 

 

○
ど
ん
な
遊
び
を
し
よ
う
か
、
進
ん
で
考

え
、
準
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
・

意
・
態
）

 

○
遊
び
方
を
工
夫
し
て
考
え
、
絵
や
文
で

表
現
し
て
い
る
。（
思
考
・
表
現
）

 

６ ・ ７ （ 本 時 ）  

泡
遊

び
・
色
水

遊
び

 

○
泡
遊
び
・
色
水
遊
び
を

す
る
。

 

○
子
ど
も
の
気
付
き
や
楽
し

さ
を
受
け
止
め
、
意
欲
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

見
守
る
。

 

○
子
ど
も
た
ち
が
、
困
っ
た
こ

と
や
自
分
の
思
い
が
言
え

る
よ
う
に
促
す
。

 

○
道
具
や
遊
ん
だ
あ
と
の
片

付
け
を
や
り
切
ら
せ
る
。

 

○
水
や
泡
を
使
っ
て
楽
し
く
遊
べ
る
こ

と
や
遊
び
を
工
夫
す
る
面
白
さ
に
気

付
い
て
い
る
。
（
気
付
き
）

 

○
水
や
泡
を
使
っ
た
遊
び
を
工
夫
し
て

い
る
。
（
思
考
・
表
現
）

 

○
泡
遊
び
・
色
水
遊
び
に
関
心
を
持
ち
、

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
と
し
て
い

る
。（

関
・
意
・
態
）

 

四
 
８  

記
録

 
○
夏
の
遊
び
の
中
で
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
や
、
気

付
い
た
こ
と
を
記
録

カ
ー
ド
に
書
く
。

 

○
何
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
に

遊
ん
だ
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

う
ま
く
い
っ
た
の
か
な
ど
、

発
見
し
た
こ
と
を
思
い
出

さ
せ
る
。

 

○
草
花
の
特
徴
や
遊
び
方
、
水
の
性
質
や

遊
び
の
工
夫
な
ど
、
夏
の
遊
び
で
気
付

い
た
こ
と
を
絵
と
文
で
表
現
し
て
い

る
。（

思
考
・
表
現
）

 

９  

発
表

 
○
記
録
し
た
内
容
を
発

表
す
る
。

 

○
絵
を
見
せ
な
が
ら
発
表
さ

せ
る
。

 

○
友
達
の
発
表
へ
の
感
想
を

交
流
さ
せ
る
。

 

○
夏
の
遊
び
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
こ
と

や
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
、
進
ん
で
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
・
意
・
態
度
）
 

 



＜岡田小学校＞ 

今年度、公開授業・保育を実施して

以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて

連携のねら
い、活動内
容の変化

・自分より年下の園児に進んで仲良く関わることをねらいとして活
動を行ってきた。
・活動のイメージを明確にもつことができていなかったが、児童にさ
せたい活動について、教師がより具体的にイメージを持ち、手立て
を考えることができるようになった。
・児童と園児の実態を考え、お互いが自然に関われるように、ペア
活動・グループ活動を年間通して行い、仲良くなれるきっかけと
なった。

・保育園と自然に関わることができるよう
に、ペア活動等を取り入れる。
・一つ一つの活動につながりを持ちなが
ら、ねらいを具体的に持ち、年間を見通し
て活動する。

子どもの姿
の変化

・最初の交流では、児童だけ、園児だけで分かれて活動する姿が
目立った。活動の後に、関わり方や発見したことを振り返り、次の
めあてを持って次回の交流を行うことを繰り返し、徐々に児童が進
んで関わることができるようになってきた。
・活動を重ねるごとに「次はこういう言い方できりん組さんを誘お
う。」というように児童が園児へかける言葉を考え、年下の子のこと
を考えて働きかける喜びを感じることができるようになった。

・めあて、活動、振り返りを繰り返し、一つ
一つの交流をつながりのあるものにす
る。
・事前にどのような言葉で関わればよい
のか、具体的に考えさせておくことが有
効だった。

保育者・教
員の子ども
へのかかわ
り（子どもの
見方、声か
けの仕方
等）の変化

・園児への関わり方、交流活動の見守り方や言葉のかけ方につい
て、教師の戸惑いが大きかったが、交流活動を通して学び、少しず
つ具体的に考えられるようになった。

・教師の役割や出場を事前に考え、児童
や園児の動きを見ながら言葉をかけるこ
とを大切にする。

担任同士の
連携

・活動ごとに打ち合わせ・反省会をもつことで、保育園と小学校の
お互いの実態や課題などを共有することができ、より実態に合わ
せた次回の計画や手立てを相談することができるようになった。
・活動当日には、導入・振り返りなど、それぞれ担任同士の役割を
分担して行った。

・今後も活動の打ち合わせと反省会を継
続し、実態や課題を共有していく。

その他
（園、学校
全体として、
家庭とのか
かわり等）

・年間を通して、さらに充実した交流をしていきたい。



＜岡田保育園＞ 

今年度、公開授業・保育を実施して

以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて

連携のねら
い、活動内
容の変化

子どもの姿
の変化

保育者・教
員の子ども
へのかかわ
り（子どもの
見方、声か
けの仕方
等）の変化

担任同士の
連携

その他
（園、学校
全体として、
家庭とのか
かわり等）

*事前打ち合わせでは「ねらい」を互いに語り合っていた。が、7月(公開保育）の時点では、真の理解や共有性に欠けていた。公
開保育時「ねらい」が説明出来なかったが、それは明確なねらいが持てて居なかったんだと学んだ。
*その後の活動では互恵性を意識した「ねらい」を一緒に考え、活動し、反省や次へと繋げていった。
*実践を重ねる度に、小学校と保育園の日常（既存の授業と保育）を、自然な関わり(無理の無い活動）へと発展、繋げる事に意識
がいくようになった。互いの事情（文化の違い）を、無理に近づけようとせず、理解し合うことが大切だと気付いてきた。

*1年生は、学校生活に慣れてくると卒園児であっても在園中とは変化（成長）していた。6月の初回時はさほど感じなかったが、7
月の公開時は遊び･活動に停滞部分も見られ、子ども達の変容ぶりが気になった。原因は様々考えられるが、回を重ねる毎に、
教師･保育者が共通の「ねらい」を大切にし、園児･小学生理解に努めたので、子ども同士の関係性も育っていった。
*秋、冬の活動　（あきみつけ、おまつり等）になると、互いの想いを伝え合ったり、意見がその場で言えたりする姿が増えてきた。
教え合う姿や見守る姿、刺激を受け合う「関わる力」が育ってきた。
*毎日の振り返りやサークルタイムを通じて、意見や気付いたことを発言したり、友達の話､遊びも「良く聴く､見ている」子どもが増
えた。遊びや活動に「つながり」も見られ、行事等の見直しへと繋がった。
*年長児は、小学校との連携をとても楽しみにする姿が見られた。

*公開時の反省、気付きを生かし「何のためにするのか」「どんな子を育てたいのか」「子どもの実態・興味関心にあっているか」
等、深く考えるようになった。園内での話し合いの機会が増えた。小学校教師には、「保育園では、指示命令を控えている」「準備
しすぎない」等伝え、園の想い・要望をはっきり言える保育士が育ってきた。
*子どもに「任せる」「したいことをする」「考えさせる」「失敗しても再チャレンジ」「子どもの発言を良く聴く」の場面が増えてきた。結
果では無くプロセスを大事にしようとする保育が少しずつ実践されている。
*振り返り場面では、ねらいを押さえた意見の出し合いを1年生の姿をモデルとし、公開以後更に、活発になった。毎日の活動や経
験を重ねることで、少しずつ、保育士もポイントやコツが判ってきた。
*指示命令語は、殆ど使用しなくなり、問いかけたり、考えさせたり、提案したりする声かけになってきている。

*年度の始まり（一部は旧年度中）に、年間の反省と次年度の年間計画を小学校教務主任と保育園主任で話し合い、互いの組
織、園全体におろした。
*1年担任は、6月に保育園へ来ることが初めての段階であった。保育の現場、保育内容、環境、子どもの発達等をご存知なかっ
た。見て・知って貰い、情報共有し、指導者同士の行き来も増えたので理解が進み、変化した。
*教務、主任で立案した計画を元に、年長担任と1年担任が話し合いを密にとり、年間計画や指導案を作成した。クラス･子どもの
実態に沿った、活動毎にねらい、活動内容、反省、気付きの話し合いが出来たことは、充実や互いの理解に繋がった。
*指示や一斉指導を控え、ひとり一人に寄り添う保育、環境の大切さ等小学校教師･担任は園から学びがあったと言われた。
*園だより、学校だよりに加えて、学級通信・クラスだよりも交換し、子どもの姿や活動状況を把握した。
*小学校は人事移動があるので、反省等を学校内で共有したり、カリキュラムを引き継いでもらいたいとお願いした。

*長年、地域の保育園として小中学校とは様々な交流があり、近年は生活科を中心とした連携･公開研究会を通して、岡田小学
校との繋がりが深まり、研鑽を重ねてきた。地域活動、交流、イベントが主流であったのが、年間計画作成やねらいの確認、活動
毎前後の反省･話し合いを重ねたことで、互いの想いや育てたいことが確認でき、通じ合うようになった。
*保護者へは、園だより、クラスだより、ドキュメンテーション等を通して、連携活動の様子･保育の様子を伝える回数が増えてきて
いる。
*職員同士も繋がりが深まった。小学校長、教務主任を中心に来園機会も増え（加佐地域保小中連携公開保育含む）、保育を見
て貰い、様々な話が気楽に出来るようになった。
*木下光二先生のご紹介で、11月始めにK県K市教育委員会の視察を受けた。新たに多様な眼で保育を観てもらい、気付きや感
想を得て、今後の本園の保育の質の向上の意欲へと繋がる機会となった。
*一枚の写真やエピソードから「子どもをどう？観るか」という、自主園内研修を木下光二先生のご指導の下行った。この様な保育
を語り、学び合う機会が大切だと思った。



ドキュメンテーション 

加佐地域保小中連携公開保育

年長児・振り返りタイム公開中

行事毎にドキュメンテーションを園内に掲示

保護者は興味深く見ている 平成27年12月19日（土）

作成したドキュメンテーションを見ながら、

付箋を貼り、意見を出し合う

平成28年1月9日（土）

年長児・野菜の重さ、数への興味より

「レッツ！クッキング」ドキュメンテーション

平成27年12月中頃作成

園だよりを保護者、地域、関係機関に配布

園での子どもの様子や保育環境、取り組みを紹介

平成27年12月号より

劇遊び表現会プログラムにパンフレットを加え、遊びのねらいやプロセス、変化を紹介

保護者に保育内容、環境、子ども･保育士の想いを伝え、可視化する良い機会となった

行事への取り組み方も変化してきた 平成28年2月27日（土）



＜朝来小学校・朝来幼稚園＞ 

生活科学習指導案 

 

                           指導者名 朝来小学校 ２年担任 西村 柔美 

            １年担任 畑本 曜子 

           朝来幼稚園 年長担任 林 裕美子 

 

 

１ 対  象    朝来小学校  第１学年 男子 15名 女子 16名 計 31名 

     第２学年 男子 17名 女子 10名 計 17名 

          朝来幼稚園  年長児  男子 13名 女子 11名 計 14名 

 

２ 日  時    平成 27年 12月１日 火曜日 第２、３校時 （9:40～10:50） 

 

３ 場  所    朝来小学校 体育館 

 

４ 単 元 名    「あそびのフェスティバルをたのしもう」 

          （教材名：「つくってワクワク あそんでワイワイ」日本文教出版） 

 

５ 単元について 

  本単元は、学習指導要領「生活」の内容（６）「身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりなど 

 して、遊びや遊びに使う物を工夫して作り、その面白さや自然の不思議さに気付き、みんなで遊びを楽しむ 

 ことができるようにする」に基づいて設定したものである。ここでは、身近にある自然を利用したり、身近 

 にある物を使ったりして、遊びの工夫や、遊びに使う物を工夫しながら作ることが主な活動である。そして、 

 その活動を通して、遊びの面白さや自然の不思議さに気付くとともに、みんなで遊びを楽しめるようにする

ことを目指している。また、学習指導要領生活科の内容（８）「自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々

と伝え合う活動を行い、身近な人々とかかわることの楽しさが分かり、進んで交流することができるように

する。」も含まれ、地域の人々や幼児、学級、学年の友達との交流など、人とのふれあいを大切にできる単

元でもある。 

  指導に当たっては、まず、１年生、２年生、年長児が混合で８つのグループに分かれて、それぞれのグル 

 ープごとに自分たちは、どんな遊びのお店にするか計画し、「あそびのフェスティバル」の準備から運営ま 

 で協力して取り組ませる。１、２年生と年長児が一緒に取り組み、子どもたち自身が思いを込めて自分たち 

 の遊びのお店を作り上げることで、自主的に活動する態度や異年齢交流による協調性、リーダーシップ、思 

 いやりの心が育ち、今後の自分たちの生活をよりよいものにできると考える。さらに、本単元は、児童が意 

 欲的に取り組めることや、体験が中心の活動であることから、思いや気付きを絵や言葉で伝え合う力「表現 

 力」を高めるのにも適していると考える。そこで、フェスティバルの計画や準備の中で、友達のよさや自分 

 のよさに気付かせるようにしたい。また、自分の考えを伝え合う場としてグループでの話し合いを設定し、 

 円滑に進めることができるようにしたい。  

  ４月から、朝来幼稚園との交流を積極的に進めている。本単元以前にも、春には、１、２年生で幼稚園 

 を訪れ、自己紹介をし合い、一緒に歌や遊びを楽しんだ。また、幼稚園の畑へ行き、サツマイモの苗を一緒 

 に植えたり、収穫を一緒に楽しんだりした。その交流の中で、２年生は昨年を思い出し、自分なりに１年生 

 や年長児に声をかけ、思いやりを持ってかかわろうとする姿が見られた。また１年生も、小学校の中では一 

 番年下だが、年長児とのかかわりの中で、優しく接していこうという気持ちを持って、取り組んでいる姿が 

 見られた。交流を重ねるごとに、児童と園児の会話も弾むようになり、年長児も１、２年生にすっかり打ち 

 解けている様子が伺えた。小学校への憧れを抱き自信や意欲を高めることで、小学校への円滑な接続を図り 

 たい。 

 



 

          

二
 

７
 

・
 

８
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
分
の
お
店
の
遊

び
を
試
し
、
ル
ー
ル
を
変
更
し
た
り
、

追
加
で
必
要
な
物
を
作
っ
た
り
す
る
。
 

・
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
実
際
に
お
客
さ

ん
と
お
店
の
人
に
分
か
れ
て
、
体
験
さ

せ
る
。
 

・
グ
ル
ー
プ
の
遊
び
を
試
し
た
こ
と
で

気
付
い
た
こ
と
か
ら
、
よ
か
っ
た
こ
と

や
も
っ
と
工
夫
で
き
る
こ
と
を
話
し
合

わ
せ
る
。
 

・
話
し
合
い
を
活
か
し
、
ル
ー
ル
の
変

更
や
も
っ
と
必
要
な
も
の
を
考
え
さ
せ

る
。
 

・
・
遊
び
を
試
す
中
で
、
ル
ー
ル

を
変
更
し
た
り
、
追
加
で
必
要

な
も
の
を
作
っ
た
り
す
る
こ

と
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
い

る
。
（
気
付
き
）
 

<
<
行
動
観
察
・
作
品

> 

９ ・
 

1
0
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
計
画
に
沿
い
な
が

ら
、
再
度
、「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
準
備
を
す
る
。
 

 

・
前
時
の
振
り
返
り
を
も
と
に
、
直
し

た
方
が
よ
い
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、

改
善
す
る
な
ど
、
再
度
、
準
備
を
進
め

る
。
 

・
看
板
づ
く
り
や
飾
り
づ
く
り
な
ど
に

も
取
り
組
ま
せ
る
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
役
割
分
担
を
し
、 

当
日
の
流
れ
の
予
定
を
立
て
さ
せ
る
。
 

・
教
え
合
い
、協
力
し
合
っ
て
、

楽
し
く
お
店
や
遊
び
に
必
要

な
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て
い

る
。
（
関
・
意
・
態
）
 

<
発
言
・
行
動
観
察

> 

1
1
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
お
店
の
紹
介
を

考
え
る
。
 

・
自
分
た
ち
の
お
店
の
よ
い
と
こ
ろ
が
、

み
ん
な
に
伝
わ
る
よ
う
な
紹
介
を
考
え

さ
せ
る
。
 

・
分
か
り
や
す
い
ポ
ス
タ
ー
も
作
っ
て
、

紹
介
さ
せ
る
。
 

・
自
分
た
ち
の
お
店
の
よ
い
と

こ
ろ
が
み
ん
な
に
伝
わ
る
よ

う
に
、
文
や
絵
に
表
現
し
て
い

る
。
（
思
・
表
）
 

<
ポ
ス
タ
ー
・
発
言

> 

三
 

1
2
 

・
 

1
3
 

 

本 時
 

・「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
、
一
緒
に
楽
し
く
遊
ぶ
。

 

・
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
、

「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
盛

り
上
げ
さ
せ
る
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
前
半
と
後
半
で

お
店
役
と
お
客
さ
ん
役
に
分
か
れ
て
楽

し
ま
せ
る
。
 

・
友
達
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
自
分
や
友
達
の
よ
さ
に

気
付
い
て
い
る
。
 

（
気
付
き
）
 

<
行
動
観
察
・
発
言

> 

・
協
力
し
合
っ
て
、
お
店
を
開

こ
う
と
し
て
い
る
。
 

（
関
・
意
・
態
）
 

<
行
動
観
察
・
発
言

> 

四
 

1
4
 

・
 

1
5
 

・「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
振

り
返
り
を
す
る
。
 

・
「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

終
了
後
、
友
達
と
協
力
し
て
片
付
け
を

さ
せ
る
。
 

・
気
付
い
た
こ
と
や
感
想
な
ど
を
「
○
○

ニ
ュ
ー
ス
」
カ
ー
ド
に
作
文
や
絵
で
か

き
、
活
動
を
振
り
返
ら
せ
る
。
 

・
当
日
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
気
付
い

た
こ
と
を
交
流
さ
せ
る
。
 

・
「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
し
て
、
気
付
い
た
こ
と

や
感
想
な
ど
を
、
作
文
や
絵
に

表
現
し
て
い
る
。
 

（
思
・
表
）
 

<
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
発
言

> 

 

 
 
備
考
 
 
生
活
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
 
 
 
 
・
・
・（
関
・
意
・
態
）
 

 
 
 
活
動
や
体
験
に
つ
い
て
の
思
考
・
表
現
 
・
・
・
（
思
・
表
）
 

 
 
 
 
 
 
身
近
な
環
境
や
自
分
に
つ
い
て
の
気
付
き
・
・
・（
気
付
き
）
 

６
 
単
元
目
標
 

 
（
１
年
生
）
 
２
年
生
や
年
長
児
、
友
達
と
親
し
く
か
か
わ
り
な
が
ら
、
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
、
楽
し
く
遊
び
や
遊
び
に
 

 
 
 
 
 
 
使
う
物
な
ど
を
作
り
、
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
（
２
年
生
）
 
１
年
生
、
年
長
児
に
親
し
み
を
持
ち
、
上
級
生
と
し
て
適
切
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
進
ん
で
「
あ
そ
び
の
フ
ェ
 

 
 
 
 
 
 
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
計
画
を
立
て
、
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
作
り
、
み
ん
な
 

 
 
 
 
 
 
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
（
年
長
児
）
 
１
、
２
年
生
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
同
士
の
信
頼
感
を
深
め
、
年
長
者
に
対
す
る
憧
れ
や
成
長
へ
 

 
 
 
 
 
 
の
期
待
を
持
ち
、
楽
し
く
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
な
ど
を
作
り
、
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ７
 
単
元
の
評
価
規
準
 

 
生
活
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

 
活
動
や
体
験
に
つ
い
て
の
 

思
考
・
表
現
 

身
近
な
環
境
や
自
分
に
つ
い
て
の
 

気
付
き
 

１ 年 生
 

○
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
遊
び
に

関
心
を
持
ち
、
年
長
児
や
２
年
生
、

友
達
と
親
し
く
か
か
わ
り
な
が
ら
、

楽
し
く
遊
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

 

○
２
年
生
と
一
緒
に
考
え
た
り
、
自

分
で
考
え
た
り
し
な
が
ら
、
遊
び
や

遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
作
り
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
表
現
し
て

い
る
。
 

○
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
遊
べ
る

こ
と
や
、
年
長
児
や
２
年
生
、
友
達

と
か
か
わ
り
な
が
ら
遊
ぶ
と
楽
し
い

こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。
 

２ 年 生
 

○
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
遊
び
に

関
心
持
ち
、
年
長
児
や
１
年
生
、
友

達
と
適
切
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、「
あ

そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
計
画

を
立
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う

と
し
て
い
る
。
 

○
年
長
児
や
１
年
生
、
友
達
と
適
切

に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
遊
び
や
遊
び

に
使
う
物
を
工
夫
し
て
作
り
、
活
動

を
振
り
返
り
、
気
付
い
た
こ
と
や
さ

ら
に
試
し
た
い
こ
と
な
ど
表
現
し
て

い
る
。
 

○
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
遊
び
や

遊
び
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
み
ん

な
で
遊
ぶ
と
楽
し
い
こ
と
や
、
年
長

児
や
１
年
生
と
適
切
に
か
か
わ
る
こ

と
で
、
自
分
や
友
達
の
よ
さ
に
気
付

い
て
い
る
。
 

 ８
 
単
元
指
導
計
画
 

次
 
時

 
学
習
内
容
・
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

評
価
基
準
 

（
評
価
の
観
点
）
<評
価
方
法
> 

一
 

１
 

・
自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
お

祭
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ど
ん
な
「
あ

そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
し
た
い

か
話
し
合
う
。
 

・
「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

つ
い
て
話
し
合
い
で
ま
と
め
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
取

り
組
む
お
店
（
遊
び
）
に
つ
い
て
、
大

ま
か
に
決
め
さ
せ
る
。
 

・
年
長
児
と
の
か
か
わ
り
に
関

心
を
持
ち
、「
あ
そ
び
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を

計
画
す
る
こ

と
へ
の
意
欲
を
持
と
う
と
し

て
い
る
。（
関
・
意
・
態
）
 

<発
言
・
行
動
観
察

> 

２
 

・
年
長
児
と
１
年
生
、
２
年
生
合
同
で

行
う
「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
計
画
を
す
る
。
 

・
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ど
ん
な
お

店
を
開
き
た
い
か
決
め
る
。
 

・
年
長
児
、
１
年
生
、
２
年
生
が
混
合

で
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
 

・
ど
ん
な
遊
び
の
お
店
を
開
き
た
い
か

具
体
的
に
話
し
合
い
、
設
計
図
を
作
ら

せ
る
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い

な
が
ら
、お

店
の
計
画
を
立
て

た
り
、
設
計
図
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
。（
思
・
表
）
 

<発
言
・
行
動
観
察
・
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
> 

   二
   

３
 

・
 

４
 

・
 

５
 

・
 

６
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
計
画
に
沿
い
な
が

ら
、「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

向
け
て
、
お
店
の
準
備
を
す
る
。
 

 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
材
料
を
集
め
、
遊

び
や
遊
び
に
使
う
物
を
作
ら
せ
る
。
 

・
計
画
に
沿
い
、
材
料
を
集
め

た
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た

り
し
な
が
ら
、遊

び
や
遊
び
に

使
う
物
を
作
る
楽
し
さ
に
気

付
い
て
い
る
。（
気
付
き
）
 

<行
動
観
察
・
作
品

> 

 



1
1
 
評
価
 

  
（
１
年
生
）

 
年
長
児
や
２
年
生
、
友
達
と
協
力
し
合
っ
て
お
店
さ
ん
を
し
て
遊
ぶ
楽
し
さ
に
気
付
い
て
い
る
。（
気
付
き
） 

 
（
２
年
生
）

 
年
長
児
や

1
年
生
、
友
達
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
自
分
や
友
達
の
よ
さ
に
気
付
い
て
い
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
気
付
き
） 

 
（
年
長
児
）

 
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
、
１
、
２
年
生
や
友
達
と
相
談
し
な
が
ら
楽
し
く
遊
び
を
進
め
て
い
る
。

 

 1
2
 
会
場
配
置
図
（
場
の
設
定
）
 

                      

修
理

 

コ
ー
ナ
ー

 

①
 

出
入
り
口

 
出
入
り
口

 

出
入
り
口

 
出
入
り
口

 

②
 

③
 

⑧
 

⑦
 

⑥
 

⑤
 

④
 

ス テ ー ジ  

 

９
 
本
時
の
目
標
 

 
 
（
１
年
生
）
 
年
長
児
や
２
年
生
、
友
達
と
協
力
し
合
っ
て
お
店
屋
さ
ん
を
開
き
、
遊
ぶ
楽
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
 

る
。
 

 
 
（
２
年
生
）
 
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
年
長
児
や
１
年
生
、
友
達
と
協
力
し
合
っ
て
お
店
屋
さ
ん
を
開
き
、
自
分
 

 
 
 
 
 
 
 
や
友
達
の
よ
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 
（
年
長
児
）
 
１
、
２
年
生
や
友
達
と
相
談
し
た
り
、
役
割
を
分
担
し
た
り
し
て
遊
び
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
な
が
ら
、
 

 
 
 
 
 
 
 
様
々
な
人
と
か
か
わ
っ
て
楽
し
く
遊
ぶ
。

 

10
 
本
時
の
展
開
（

12
,1

3／
15
）
 

過 程
 

主
な
活
動
 

予
想
さ
れ
る
幼
児
・
児
童
の
反
応
 

指
導
上
の
留
意
点
 

  導
 

入
 

(1
0)
 

１
 
学
習
の
目
当
て
を
確
認

す
る
。
 

○
始
ま
り
の
会
を
す
る
。
 

・
初
め
の
あ
い
さ
つ
 

・
歌
を
歌
う
 

「
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
」
 

・
目
当
て
の
確
認
 

・
約
束
の
確
認
 

・
お
店
の
紹
介
 

（
年
長
児
）
 

  ・
楽
し
そ
う
。

 

・
ド
キ
ド
キ
す
る
な
。

 

・
早
く
お
店
に
行
き
た
い
な
。

 

 

（
１
年
生
）
 

  ・
楽
し
み
だ
な
。

 

・
た
く
さ
ん
お
店
を
回
り
た
い
な
。
 

・
２
年
生
い
つ
も
司
会
上
手
だ
な
。
 

・
緊
張
す
る
な
。

 

 

（
２
年
生
）
 

  ・
司
会
や
挨
拶
は
緊
張
す
る
な
。
み

ん
な
聞
い
て
く
れ
る
か
な
。

 

・
お
店
の
準
備
は
大
丈
夫
か
な
。

 

・
年
長
さ
ん
も
１
年
生
も
楽
し
ん
で

く
れ
る
か
な
。

 

・
お
店
の
紹
介
で
分
か
っ
た
か
な
。
 

・
約
束
は
、
全
員
が
お
客

さ
ん
役
も
お
店
の
人
役
も

両
方
を
楽
し
め
る
よ
う
に

事
前
に
２
年
生
に
決
め
さ

せ
る
。
 

・
お
店
の
紹
介
は
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
一
つ
の
お
店

に
つ
き
１
分
の
時
間
を
設

定
す
る
。
 

  展
 

  開
 

 

(5
0)
 

２
 
「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
す
る
。
 

○
前
半
と
後
半
で
、
お
客
さ
ん

役
と
お
店
の
人
役
に
分
か
れ

て
活
動
す
る
。
 

○
お
客
さ
ん
役
は
、
グ
ル
ー
プ

で
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
楽
し

く
遊
ぶ
。
 

○
お
店
の
人
役
は
、
呼
び
込
み

や
お
客
さ
ん
の
対
応
、
遊
び
方

の
説
明
な
ど
協
力
し
て
行
う
。
 

・
前
半
（

25
分
）
 

・
後
半
（

25
分
）
 

＜
お
店
の
概
要
＞
 

①
10
0
て
ん
を
め
ざ
せ
 

 
（
ま
と
あ
て
）
 

②
う
み
の
パ
ー
テ
ィ
ー
 

 
（
さ
か
な
つ
り
）
 

③
ブ
イ
エ
ス
あ
せ
く
 

 
（
カ
ン
た
お
し
）
 

④
と
ん
と
ん
た
た
き
 

 
（
も
ぐ
ら
た
た
き
）
 

①
 
⑤
た
か
ら
さ
が
し
め
い
ろ
 

 
 

②
 

 
（
お
し
ろ
と
め
い
ろ
）
 

③
 
⑥
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

（
ユ
ー
ホ
ー
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
）

⑦
た
の
し
い
は
て
な
 

 
（
は
て
な
ボ
ッ
ク
ス
）
 

⑧
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
い
こ
う

 

 
（
か
み
ひ
こ
う
き
と
ば
し
）
 

  お
店
の
人
役

 

・
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
。
上
手
く

で
き
る
か
な
。

 

・
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
る
か
な
。

 

・
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
て
い
る
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
な
。
 

・
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
真
似
を

し
て
、
や
っ
て
み
よ
う
。

 

・
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
み
た
い
に

上
手
く
で
き
な
い
な
。

 

   お
客
さ
ん
役

 

・
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
か
な
。

 

・
誰
と
行
け
ば
い
い
か
な
。

 

・
あ
の
店
の
こ
の
店
の
早
く
行
き
た

い
な
。
早
く
や
っ
て
み
た
い
な
。

 

・
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
真
似
を

し
て
、
や
っ
て
み
よ
う
。

 

・
上
手
に
釣
れ
る
か
な
。

 

・
友
達
と
ど
ち
ら
が
た
く
さ
ん
点
数

が
取
れ
る
か
比
べ
て
み
よ
う
。

 

・
ユ
ー
ホ
ー
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
難
し

い
ね
。

 

・
遠
く
ま
で
、
紙
飛
行
機
を
飛
ば
す

こ
と
が
で
き
る
か
な
。

 

  お
店
の
人
役

 

・
た
く
さ
ん
お
客
さ
ん
来
て
ほ
し
い

な
。
大
き
な
声
で
呼
ぼ
う
。

 

・
店
番
は
難
し
い
な
。

 

・
何
を
し
た
ら
よ
い
か
な
。
聞
い
て

み
よ
う
。

 

・
年
長
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
の
で
、

声
を
か
け
て
み
よ
う
。

 

・
み
ん
な
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
な
 

・
２
年
生
の
真
似
を
し
て
み
よ
う
。
 

・
壊
れ
た
か
ら
直
し
に
行
こ
う
。

 

  お
客
さ
ん
役

 

・
手
を
つ
な
い
で
、
年
長
さ
ん
が
行

き
た
い
と
こ
ろ
か
ら
回
ろ
う
。

 

・
先
に
譲
ろ
う
。

 

・
ど
こ
か
ら
行
こ
う
か
な
。

 

・
こ
の
お
店
は
お
も
し
ろ
い
な
。

 

・
こ
の
お
店
は
大
き
な
声
で
呼
ん
で

い
る
な
。

 

・
ル
ー
ル
の
説
明
が
上
手
だ
な
。

 

・
た
く
さ
ん
回
れ
て
楽
し
い
な
。

 

・
順
番
を
守
っ
て
、
楽
し
も
う
。

 

・
い
っ
ぱ
い
お
魚
が
釣
れ
た
。

 

・
年
長
さ
ん
も
い
っ
ぱ
い
カ
ン
を
倒

し
て
い
た
よ
。

 

・
８
こ
と
も
お
店
を
回
れ
た
よ
。

 

  お
店
の
人
役

 

・
お
店
の
準
備
は
ば
っ
ち
り
だ
。

 

・
年
長
さ
ん
も
１
年
生
と
も
、
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う
。

 

・
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
う

に
、
大
き
な
声
で
呼
ぼ
う
。

 

・
４
人
で
お
店
の
番
は
大
変
だ
な
。
 

・
み
ん
な
に
遊
び
の
ル
ー
ル
を
説
明

す
る
の
は
難
し
い
な
。

 

・
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
来
て
く
れ

て
嬉
し
い
な
。
楽
し
そ
う
だ
ね
。

 

  お
客
さ
ん
役

 

・
い
ろ
ん
な
お
店
が
あ
っ
て
楽
し
み

だ
ね
。
ど
こ
か
ら
行
く
か
迷
う
な
。
 

・
幼
稚
園
の
お
友
達
と
１
年
生
は
ど

の
お
店
か
ら
行
き
た
い
か
な
。

 

・
あ
の
お
店
は
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ

い
だ
。
後
か
ら
行
け
る
か
な
。

 

・
こ
の
お
店
は
今
は
空
い
て
い
る
か

ら
、
先
に
し
よ
う
か
な
。

 

・
あ
の
お
店
の
ル
ー
ル
の
説
明
は
上

手
だ
っ
た
か
ら
よ
く
分
か
っ
た
よ
。
 

・
あ
っ
ち
の
お
店
は
飾
り
が
い
っ
ぱ

い
で
き
れ
い
だ
ね
。

 

・
こ
の
お
店
は
年
長
さ
ん
も
が
ん
ば

っ
て
店
番
を
し
て
る
ね
。

 

・
呼
び
込
み
や
遊
び
の
説

明
な
ど
の
活
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
よ
う
声
か
け
や

支
援
を
す
る
。
 

・
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
お

店
を
楽
し
め
る
よ
う
に
支

援
す
る
。
 

・
前
半
と
後
半
の
交
代
の

合
図
で
、
お
客
さ
ん
役
と

お
店
の
人
役
が
ス
ム
ー
ズ

に
交
代
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

・
修
理
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、

途
中
で
修
理
が
必
要
な
も

の
が
出
た
場
合
は
、
各
自

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

・
困
っ
た
こ
と
や
自
分
の

思
い
が
言
え
る
よ
う
に
促

す
。
 

・
子
ど
も
が
気
付
い
た
こ

と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を

見
逃
さ
ず
、
認
め
る
言
葉

を
か
け
る
。
 

・
年
長
児
と
１
年
生
、
２

年
生
と
協
力
し
て
活
動
す

る
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ

る
。
 

ま
 

と
 

め
 

(1
0)
 

３
 
学
習
の
振
り
返
り
を
す

る
。
 

○
終
わ
り
の
会
を
す
る
。
 

・
感
想
を
交
流
す
る
。
 

・
先
生
の
お
話
 

・
終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
 

  ・
い
っ
ぱ
い
遊
べ
た
。

 

・
ど
の
お
店
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
 

・
上
手
に
お
店
屋
さ
ん
が
で
き
た
。
 

・
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に

回
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

 

・
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
も
優
し
か
っ

た
。

 

  ・
来
年
は
２
年
生
の
よ
う
に
上
手
な

司
会
を
し
た
い
。

 

・
来
年
も
お
も
し
ろ
い
遊
び
を
考
え

た
い
。

 

・
た
く
さ
ん
遊
び
が
で
き
て
、
よ
か

っ
た
。

 

・
年
長
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、

先
に
や
っ
て
も
い
い
よ
と
言
え
た
。
 

  ・
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
く

れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
。

 

・
○
○
の
お
店
は
、
ル
ー
ル
の
説
明

が
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

 

・
年
長
さ
ん
も
１
年
生
も
一
緒
に
お

店
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

 

・
ま
た
今
度
す
る
と
き
に
は
、
○
○

の
工
夫
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

 

・
本
時
の
目
当
て
に
つ
い

て
、
振
り
返
り
を
さ
せ
る
。 

・
お
客
さ
ん
役
、
お
店
の

人
役
の
そ
れ
ぞ
れ
を
体
験

で
、
感
じ
た
こ
と
を
自
由

に
発
表
さ
せ
る
。
 

・
今
日
の
学
習
で
よ
か
っ

た
こ
と
を
具
体
的
に
挙
げ

て
、
活
動
を
ほ
め
る
。
 

 

 
み
ん
な
で
き
ょ
う
り
ょ
く
し
て
、
た
の
し
い
「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
し
よ
う
。
 

「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
始
め
る
よ
。
前
半
の
お
店
の
準
備
は
い
い
か
な
。

 

そ
ろ
そ
ろ
交
代
の
時
間
だ
よ
。
後
半
の
お
店
の
準
備
は
い
い
か
な
。

 

「
あ
そ
び
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
し
て
思
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

 



＜朝来小学校＞ 

以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて

連携のねら
い、活動内
容の変化

・　保幼小連携の重要性は理解していたが、１、２回の単発的な交流しか実施
できずにいた。
→　今年度は年度当初に幼稚園の先生と打ち合わせをし、１年間を見通して年
間のカリキュラムに位置付けて、計画を立てることができた。
・　昨年は、「遊びのフェスティバル」に年長児をお客さんで招待し、３学期に、１
年生が年長児と折り紙パーティーを開いたのみだった。
→　年間を通じて交流を深めようと、１～３学期を通して計画的に進めることが
できた。小学校での交流だけではなく、さつまいもの苗植えや収穫など幼稚園
の行事に参加し交流を進めた。特に、「遊びのフェスティバル」については、年
長児、１、２年生で異年齢グループを作り、グループごとに全員でお店を運営し
た。

・　連携が今年だけの特別なことで終わらず、こ
れからも継続的に続けていくことが大切。そのた
めには、年間のカリキュラムの中に、幼小連携を
しっかり位置付け、来年以降も計画的に行ってい
く。
・　小学校のカリキュラムの中で、無理なく進めて
いくためには、生活科を中心にどの単元で交流で
きるかを再度、検討する。

子どもの姿
の変化

・　１、２年生は　小学校の中では年下で上級生にお世話をしてもらうことが多
い。そのため、自分たちで何かを計画し、作り上げていく経験は少なかった。
→　特に、２年生は「遊びのフェスティバル」に向けての異年齢グループのリー
ダーとして、継続的に活動を進める中で、少しずつ次回の活動の見通しを持っ
て、活動を進めていくことができるようになり、その中で達成感や充実感が得ら
れた。これは、これから中学年、高学年として学校全体をまとめていく力につな
がる第一歩だと考える。また、１年生もグループの中核として、自分たちででき
ることを探し、年長児と活動したり、２年生をサポートしたりする姿が見られた。
また、１年生は、２年生のリーダーとしての姿を見て、憧れや期待を持つことが
できた。

・　年長児、１年生、２年生とそれぞれのねらいを
持って取り組んだが、１年生と２年生の発達段階
に合ったねらいの違いが難しかった
・　生活科のねらいと照らし合わせて、１、２年生
共にしっかりとねらいを意識させて、活動を進めて
いく必要がある。
・　１、２学期は２年生がリーダーとなり活動を進
めてきたが、３学期は１年生が中心となり、昔の
遊びを通した交流を進める予定である。

保育者・教
員の子ども
へのかかわ
り（子どもの
見方、声か
けの仕方
等）の変化

・　今回の交流をするまで、小学校の担任としては、新１年生が入学前までに
どんなことができるのかということをあまり理解せずに、新１年生を迎えていたよ
うに思う。だから、入学してすぐの頃は、上級生にお世話されることが多すぎた
のではないかと考える。また、入学時からもっと自分でできることがあるのでは
ないかと気付いた。
→　交流を通して、小学校の教師が、年長児が幼稚園でどんなことを学んでい
るかを知ることにより、しっかりと受け入れができ、入学後、スムーズに小学校
生活へ移行できる手助けにつながるということに気付いた。

・　交流のときには、それぞれの担任が評価をす
ることにしていたが、どのように評価していくが難
しく課題である。漠然とした評価ではなく、もっと
焦点をしぼり、この児童のこの動きがよかった
や、この発言がどんなふうによかったなどと評価
することが、次の活動の児童の意欲につながる
ので、今後取り入れていきたい。

担任同士の
連携

・　連携を進めるまでは、行事やカリキュラムの関係で幼稚園の先生との打ち
合わせが難しいのではと思い、なかなか打ち合わせができなかった。
→　４月に年間の計画を話し合うことにより、お互いが見通しを持って、行事な
どに影響されず活動することができた。また、子どもたちにとってよりより活動の
環境を整えるためには、担任同士の綿密な事前の打ち合わせが必要だと感じ
た。交流後に、担任同士で簡単な意見交流ができたことは、それぞれの立場
からの考えが分かり、とても有効なものだった。

・　年間の計画や教材研究などの打ち合わせ
は、時間に余裕がある長期休み中に行うことがよ
い。
・　時間の確保が難しいが、短時間でも、交流後
には担任同士で意見交流できると、次回の活動
に活かしていけるので続けたい。

その他
（園、学校
全体として、
家庭とのか
かわり等）

・　これまでは、幼稚園との交流は年に１回程度のイベント的ものだったので、
あまり学校全体での取組にはなっていなかった。
→　年長児が小学校を訪れる機会が増え、校内では１、２年生以外の児童も、
自然にかかわっている場面も見られた。
　　オープンスクールウィークの期間中に、１、２年生では生活科の「遊びのフェ
スティバル」の準備をする授業として、幼小連携の活動の様子を公開した。保
護者の方にも多数ご参観いただき、児童が意欲的に活動する様子を見ていた
だくことができた。

・　今年度は、１，２年生の担任は実際に交流を
進めたので、幼小連携の重要性や幼児が何を学
んでいるのかを知ることができた。
・　学校全体を考えるとまだまだその理解は不十
分だと考えられる。新１年生を迎える小学校側と
して、全職員で共通理解していくために、幼稚園
を訪問したり、幼小連携の活動を参観したりする
機会を設けて、理解を深めていきたい。

今年度、公開授業・保育を実施して



＜朝来幼稚園＞ 

今年度、公開授業・保育を実施して

以前から現在まで、どう変容してきたか？ 課題・今後にむけて

連携のねら
い、活動内
容の変化

・　連携事業のねらいが身近になってきた。
・　連携の持ち方について小学校担任と数回打ち合わせをおこなう
ことで自然な形で話し合いができるようになった。
・　１・２年生と関わって楽しく活動する中で、お客様的存在でなく、積
極的に自分の思いを伝えることができるようになってきた。
・　顔合わせ→自己紹介→さつまいもの苗植え→収穫祭→遊びの
フェスティバル準備→フェスティバル　と活動することで交流が円滑
にできた。

・小学校と打ち合わせの時間を設定するこ
とは難しいが、交流する回数が多いほど活
動はスムーズにできた。
・準備等は、幼・小平行して進め、合同作
業の回数はへらしてもいいと思う。
・学校の敷居が高いという感じがあったの
で、気軽に訪問できるようにしていきたい。

子どもの姿
の変化

・児童との関わりを通して、学校生活は楽しいというイメージを持ち、
期待や夢が広がってきた。
・授業後の感想交流で感想や考えを発表したい園児だが、人前で自
分の考えを話す言葉の難しさを知り、とまどう姿が見られた。
・交流後、自分達でお店屋さんごっこを始め、看板・ルール・注意書
きを作る人、魚を作る人や遊びのフェスティバルのコーナーなどを再
現していた。また、感想交流ごっこもしていた。連携授業が園児によ
い刺激となり、年中組に紹介したり、園全体に広がったりしていっ
た。幼稚園が盛り上がった。

・園ではおとなしい子が生き生きと活動し、
自分の考えを言えていた。逆にリーダー的
な子が目立たなかった。場所が変わると
自己発揮できる子とできない子が明確に
なり、それぞれの課題が見えてきた。
・子どもの気付きに共感し、「帰りの会」で
ふり返りを強化していきたい。

保育者・教
員の子ども
へのかかわ
り（子どもの
見方、声か
けの仕方
等）の変化

・学校だから授業だからと身構え、堅苦しく考えていたが、小学生と
の関わりに重点をおくようにしてから、園児が小学生とどのように関
わることができているか、生き生きと活動できているか等を自然な形
で見ることができるようになった。

・園児が自主的に動けるようにするため
に、さらに研修をしていきたい。
・集団で協力して活動できるようなしかけ
を考え実践していきたい。

担任同士の
連携

・小学校とは数回打ち合わせをおこなった。特に、連携事業の前日
には連絡を取り、再確認してから交流したので、スムーズに準備等
ができた。
・活動後、小学生をリーダーとしてふり返りがおこなえるように担任
同士で打ち合わせをおこなった。お互いの立場や目線から意見を交
流することができた。また、園児や小学生についても理解を深めるこ
とができた。

・幼・小の負担を減らすためにも、年間計
画は今年度中に立て、事前打ち合わせを
おこなっておく。

その他
（園、学校
全体として、
家庭とのか
かわり等）

・公開授業の他にも年間計画の中に一緒に活動する行事を組み入
れたので、幼・小の交流は深まった。
・小学生と一緒に活動する中で日々の保育に確信が持てたり課題を
とらえたりすることができた。
・公開授業やそれまでの取組の様子を保護者に伝えることによっ
て、入学に安心感を持たせることができた。

・来年度も引き続きいくつかの行事を一緒
におこない連携していく。
・公開授業は、連携のねらいを理解しても
らうためにも、保護者参観ができた方が良
かったかもしれない。




